
「フーと吹いてごらん」の先生の声に、一生懸命作っ　「フーと吹いてごらん」の先生の声に、一生懸命作っ

た笛に息を吹き込む子どもたち。音が出ると満足の表た笛に息を吹き込む子どもたち。音が出ると満足の表

情、得意げに何度も笛を吹いていました。情、得意げに何度も笛を吹いていました。

いい音でるかな？いい音でるかな？

○新型インフルエンザに注意しましょう・・２～３○新型インフルエンザに注意しましょう・・２～３
○花いっぱいコンクール受賞作品・○花いっぱいコンクール受賞作品・・・・・・・４～５・・４～５
○コミュニティＦＭ開局に向けて・・○コミュニティＦＭ開局に向けて・・・・・・・６～９・６～９
○平成２０年度東御市一般会計決算○平成２０年度東御市一般会計決算・・・・・・・１０～１１・・・１０～１１
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●問い合わせ先　東御市役所　総務課　総務係　�62－1111  ・  健康保健課　保健係　�64－8885



4（２００９年１０月）

 田  中 　 冨 代   さん（金井）
た なか とみ よ

　自宅玄関前に「緑の中に」をイメージに、赤と白を

中心とした花が配置され、華やかで見ごたえのある作

品になっています。様々な種類のプランターが立体感

を持って配置されています。

　５種類の花を使って虹のアーチを作ったデザインや

明るい花の彩りが、花の美しさを演出しています。管

理状態もすばらしく、工業団地内で多くの人の目を楽

しませてくれる美しい花壇です。

　千曲ビューライン沿いの花壇に、ニチニチソウ、ベ

ゴニア、コリウス等が色とりどりに植えられています。

傾斜地を利用した花壇は、見る位置で表情が変わる見

ごたえのある花壇となっています。

コトヒラ工業㈱（桜井）

　浅間サンライン沿いの花壇に、種から育てられた見

事なケイトウが高さや色のバランスを考えボリューム

たっぷりに配置され、毎年ドライバーの目を楽しませ

ています。サルビアやマリーゴールド等もケイトウの

脇を固めています。

ビューティーフラワーズ（上八重原） 海善寺北区美化推進委員会（海善寺北）
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千曲ビューラインの花（上八重原） 上八重原区（上八重原）

　千曲ビューライン沿いの２つの花壇に色とりどりの

花がきれいに植えられています。２つの花壇のバラン

スにも配慮され、かわいらしく、かつ、華やかな花壇

となっています。

　今年初参加の作品です。古電柱を再利用して公民館

の敷地に作られた花壇に、インパチェンス、コリウス

等が植えられ、ボリューム感を出しています。管理状

況もよく、心和む花壇です。

　公園内の円形の花壇を

中心に、その周りにサル

ビア、ケイトウ等、公園

全体に様々な花が植えら

れており、非常に華やか

な、管理の行き届いた花

壇です。

　朝顔が２階ベランダに

伸び、そのほかに赤、白、

ピンクを中心に様々な花

が花壇やプランターにセ

ンスよく配置され、彩り

のあるお庭を演出してい

ます。

　自宅の玄関先に、挿し

木から育てたコリウスを

中心に、プランターがき

れいに配置されています。

コリウスの鮮やかな葉の

色が玄関先を美しく飾っ

ています。

　家の敷地全体が、プラ

ンターや花壇等に植えら

れた様々な花で囲まれて

おり、芝生や木々の緑と

美しく調和したすばらし

い庭園です。

　軒下にあるオキナワス

ズメウリのグリーンの

カーテンと、プランター

等に植えられた赤、紫な

どの花が調和して、庭先

を華やかに彩っています。

　区民全体で協力して、

団地の周囲が美しい花で

囲まれています。メイン

の花壇にも色とりどりの

花が工夫して配置され、

通行人の目を楽しませて

います。

日向が丘第７支区（日向が丘）  下  村 　 和 彦   さん（大川）
しも むら かず ひこ

 星  合 　 典 子   さん（海善寺）
ほし あい のり こ

 白  石 　 幸 男   さん（東上田）
しら いし ゆき お

 竹  内 　 吉 代   さん（大石）
たけ うち きち よ

睦区（睦）

　今年の花いっぱいコンクールには、22点の応募がありました。専門家など７名の審査員により厳正な審査を

行い、12点の受賞が決定しました。今年も花いっぱい運動により整備された花壇は、私たちの目を楽しませ、

地域のコミュニケーションの場になっています。　　 ●問い合わせ先　建設課都市計画係　�64－5914
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コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放
送
は
、
通
称
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
」
と
呼
ば
れ
る
地
域
限
定

の
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
放
送
で
す
。
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
へ
の
新
た
な
情
報
提
供
手

段
と
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
局
の
開
局
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

 
東
御
市
の
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム

 
の
現
状
と
検
討
の
経
過

　

現
在
、
市
役
所
か
ら
市
民
の
皆
さ
ん
に

お
知
ら
せ
す
る
主
な
情
報
提
供
手
段
は
、

市
報
と
う
み
（
紙
面
）、
オ
フ
ト
ー
ク
・
有

線
放
送
・
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
（
放
送
）、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
メ
ー
ル
配
信
（
通
信
）

の
３
つ
の
方
式
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
中
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及

に
よ
り
加
入
者
が
減
少
し
て
い
る
オ
フ

ト
ー
ク
放
送
と
、
施
設
の
老
朽
化
が
著
し

い
有
線
放
送
が
あ
り
ま
す
。
ど
ち
ら
も

サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
て
か
ら　

年
以
上
が

１０

経
過
し
、
設
備
の
維
持
管
理
が
年
々
困
難

に
な
っ
て
い
る
現
状
か
ら
、
市
で
は
新
し

い
手
段
を
検
討
し
て
き
ま
し
た
。

　　

こ
の
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
」
は
、
Ｆ

Ｍ
ラ
ジ
オ
が
あ
れ
ば
屋
内
外
や
車
内
で
も

聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
無
線
方
式
の
た

め
、
特
に
災
害
等
緊
急
時
に
は
リ
ア
ル
タ

イ
ム
で
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
、

効
果
的
な
情
報
提
供
手
段
と
し
て
注
目
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
市
は
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
Ｆ
Ｍ
放
送
を
新
し
い
情
報
提
供
手
段

と
し
て
位
置
付
け
、
放
送
局
の
開
設
に
向

け
準
備
、
計
画
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

  
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
と
は

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
と
は
、
お
お
む
ね

市
町
村
の
一
部
の
区
域
を
エ
リ
ア
と
す
る

超
短
波（
Ｆ
Ｍ
）の
ラ
ジ
オ
放
送
で
す
。
聞

こ
え
る
範
囲
が
地
域
に
限
定
さ
れ
る
た
め
、

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
情
報
・
行
政
情
報
・

福
祉
医
療
情
報
・
産
業
経
済
放
送
や
、
災

害
等
の
緊
急
情
報
な
ど
き
め
細
か
な
情
報

が
提
供
で
き
、
市
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
も
期
待
で
き
ま
す
。

　

他
の
Ｆ
Ｍ
放
送
に
は
、
Ｆ
Ｍ
長
野
や
Ｎ

Ｈ
Ｋ－

Ｆ
Ｍ
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は

「
県
域
放
送
」
と
呼
ば
れ
、
都
道
府
県
の

単
位
を
エ
リ
ア
と
し
た
放
送
で
す
。

メール配信
＠とうみ

オフトーク・有線放送

市報とうみ・
　お知らせ版

とうみ
ケーブルテレビ

東御市
公式ホームページ
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コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ

　
　
　
　
　
　
 
の
特
徴

　

地
域
の
特
色
を
活
か
し
た
番

組
や
地
域
住
民
が
参
加
し
た
番

組
、
緊
急
を
要
す
る
細
か
な
情

報
等
の
提
供
に
よ
り
、
地
域
情

報
の
発
信
拠
点
と
し
て
、
豊
か

で
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献

で
き
ま
す

　

Ｆ
Ｍ
の
周
波
数
帯
の
電
波
を

利
用
す
る
た
め
、
一
般
に
市
販

さ
れ
て
い
る
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
で
聴

く
こ
と
が
で
き
ま
す

　

市
区
町
村
内
の
一
部
の
地
域

に
お
い
て
地
域
に
密
着
し
た
情

報
を
提
供
す
る
超
短
波
放
送
局

（
Ｆ
Ｍ
放
送
局
）
と
し
て
、
平

成
４
年
１
月
に
制
度
化
さ
れ
ま

し
た

　

総
務
大
臣
の
免
許
を
受
け
て

開
局
・
運
営
す
る
民
間
の
放
送

局
で
、
必
要
な
放
送
エ
リ
ア
を

カ
バ
ー
で
き
る
必
要
最
小
限
の

も
の
と
し
て
い
ま
す

　

Ａ
Ｍ
放
送
と
比
較
す
る
と
、

外
国
か
ら
の
混
信
妨
害
の
影
響

が
低
く
、
高
品
質
の
ス
テ
レ
オ

放
送
が
提
供
で
き
ま
す

 
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ

と
地
域
と
の
連
携

  
全
国
の
開
局
数
の
推
移

　

防
災
面
で
重
要
な
情
報
提
供
手
段
と
な

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
は
、
平
成
７
年
に

発
生
し
た
阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
お
い
て
、

災
害
情
報
等
が
き
め
細
か
く
提
供
さ
れ
た

こ
と
な
ど
を
き
っ
か
け
に
急
増
し
ま
し
た
。コミュニティ放送局の事業者数の推移（総務省資料）
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国
内
や
県
内
の

 
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
局
の
状
況

　

国
内
初
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
局
は
、

北
海
道
函
館
市
に
あ
る
「
Ｆ
Ｍ
い
る
か
」

で
、
平
成
４
年　

月
に
開
局
し
ま
し
た
。

１２

そ
の
後
、
平
成　

年
８
月
１
日
現
在
ま
で

２１

２
３
１
局
が
開
局
し
て
い
ま
す
。

　

県
内
に
は
５
つ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ

局
が
あ
り
ま
す
。

  
防
災
面
で
の
有
用
性

　

県
外
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
局
の
中
に

は
、
地
震
な
ど
の
災
害
緊
急
時
に
強
制
的

に
音
声
等
を
流
す
こ
と
が
で
き
る
「
緊
急

告
知
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
」
を
運
用
し
て
い
ま
す
。

　

ラ
ジ
オ
局
か
ら
特
殊
な
電
波
信
号
を
流

す
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
ラ
ジ
オ
が
自
動
的

に
起
動
し
て
最
大
音
量
で
放
送
し
た
り
、

緊
急
ラ
ン
プ
の
点
滅
で
お
知
ら
せ
し
た
り

す
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、「
緊
急
告
知
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ

オ
」
は
目
に
見
え
て
耳
に
聞
こ
え
る
機
能

を
備
え
て
お
り
、
地
域
の
安
心
・
安
全
を

守
る
重
要
な
ツ
ー
ル
の
一
つ
と
な
り
ま
す
。

　

市
で
は
こ
の
ラ
ジ
オ
の
導
入
と
運
用
方

法
に
つ
い
て
研
究
を
し
て
い
ま
す
。

  
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
局
開
局

 　
  
に
向
け
た
市
の
取
り
組
み

▼
潜
在
電
界
調
査
の
実
施

　

平
成　

年
３
月
に
「
潜
在
電
界
調
査
」

２１

を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
調
査
は
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
局
が
使
用
す
る
周
波
数

を
国
に
割
り
当
て
て
も
ら
う
た
め
、　

メ
７６

ガ
ヘ
ル
ツ
か
ら　

メ
ガ
ヘ
ル
ツ
の
周
波
数

９０

帯
で
空
い
て
い
る
周
波
数
を
探
す
ほ
か
、

既
存
の
電
波
状
況
を
事
前
に
調
査
す
る
も

の
で
す
。

▼
開
局
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

　
　
　
　
　
　
　

業
務
等
の
委
託

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
局
は
、
一
般
の
テ

レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の
放
送
局
と
同
様
に
、
総

務
大
臣
の
免
許
を
受
け
て
運
営
す
る
民
間

の
放
送
局
で
す
。
市
が
事
業
主
体
と
な
る

こ
と
は
で
き
な
い
た
め
、
Ｆ
Ｍ
局
の
開
局

運
営
に
必
要
な
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
業
務

を
委
託
し
、
開
局
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

▼
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放
送

　
　
　
　
　

研
究
懇
話
会
を
設
立

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
を
含
む
新
し
い
情

報
提
供
手
段
を
検
討
す
る
た
め
、
市
で
は

６
月
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放
送
研
究
懇
話
会

（
会
長
／
長
越
修
一
氏
）
を
設
置
し
ま
し

た
。
懇
話
会
委
員
の
構
成
は
、
市
議
会
・

商
工
観
光
団
体
・
農
協
・
放
送
事
業
者
・

一
般
公
募
者
か
ら
な
る　

名
で
、
７
月　

１０

２９

日
に
Ｆ
Ｍ
局
の
開
局
運
営
に
関
す
る
会
議

を
行
い
ま
し
た
。

可　聴　エ　リ　ア周波数住　所名　　　　称

長野市、須坂市、千曲市、中野
市、飯山市の一部、山ノ内町、
小布施町、高山村など

76.5MHZ長 野 市ＦＭぜんこうじ

軽井沢町、御代田町、小諸市の
一部

77.5MHZ軽井沢町ＦＭ軽井沢

佐久市とその周辺76.5MHZ佐 久 市ＦＭさくだいら

飯田市とその周辺76.3MHZ飯 田 市i ステーション

茅野市、諏訪市、岡谷市、下諏
訪町、富士見町、原村の一部

76.9MHZ諏 訪 市エルシーブイＦＭ769

県内のコミュニティ FM局

FMさくだいらの放送は、東御市内の一部地域で聞こえることがあります。
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８
月　

日
に
開
催
し
た
第
２
回
懇
話
会

２７

で
は
、
最
寄
り
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
局

「
Ｆ
Ｍ
軽
井
沢
」
と
「
Ｆ
Ｍ
さ
く
だ
い
ら
」

を
視
察
し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
局
で
運

営
の
考
え
方
や
手
法
が
異
な
っ
て
い
ま
す

が
、
共
通
す
る
内
容
と
し
て
、
Ｆ
Ｍ
局
の

経
営
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
放
送
局
と
し
て
独
自

性
を
出
す
た
め
の
取
り
組
み
を
勉
強
し
ま

し
た
。

  　　

市
民
の
皆
さ
ん
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ

の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
９
月

新
し
い
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
構
築
さ

れ
て
い
く
」
と
有
用
性
を
述
べ
ま
し
た
。

　

講
演
に
続
い
て
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
パ
ネ
ラ
ー
と
し

て
花
岡
市
長
や
市
内
外
の
関
係
者
が
参
加

し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
の
開
局
に
向
け

た
ま
ち
づ
く
り
と
地
域
メ
デ
ィ
ア
の
活
用

に
つ
い
て
議
論
さ
れ
ま
し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
、
参
加
者
か
ら
「
防

災
も
含
め
地
域
の
み
な
さ
ん
の
情
報
源
と

し
て
一
番
良
い
方
法
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、

今
後
も
い
ろ
い
ろ
な
人
に
理
解
し
て
い
た

だ
き
、
開
局
に
向
け
て
進
ん
で
ほ
し
い
と

思
い
ま
し
た
」
と
い
う
意
見
が
聞
か
れ
ま

し
た
。

 　

放
送
局
の
運
営
は
民
間
企
業
で
あ
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
運
営
法
人
を
設
立

す
る
た
め
、
出
資
の
募
集
を
行
う
と
と
も

に
、
運
営
に
必
要
な
人
材
の
確
保
と
、
運

営
経
費
の
算
出
や
番
組
の
編
成
な
ど
、
放

送
局
の
事
業
計
画
を
策
定
し
た
う
え
で
国

に
免
許
申
請
を
行
い
ま
す
。

　

市
で
は
こ
れ
ら
一
連
の
業
務
に
対
し
て

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
放
送
局
へ
の
出

資
や
運
営
の
参
画
に
興
味
が
あ
る
方
は
市

役
所
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
は
地
元
重
視
の
ラ

ジ
オ
局
で
す
。
市
内
の
防
災
力
の
向
上
と

新
た
な
地
域
交
流
手
段
と
し
て
、
市
民
の

皆
さ
ん
や
地
元
企
業
の
皆
さ
ん
に
活
用
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
放
送
局
の
開
設
に

向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
　

●
問
い
合
わ
せ
先

　
　
　

企
画
課
情
報
統
計
係

　
　
　

�　

－

５
８
０
６

６４

▼

Ｆ
Ｍ
軽
井
沢
で
は
放
送
事
業
の
難
し
さ
に
つ

　

い
て
教
わ
り
ま
し
た

▲ＦＭさくだいらのスタジオ内でパーソナリティの雰囲気を
　勉強しました

　

日 （
水
）、
ラ
・
ヴ
エ
リ
テ
に
お
い
て
「
コ

１６ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
放
送
」
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

講
師
に
は
、
全
国
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

Ｆ
Ｍ
局
の
経
営
手
法
が
注
目
さ
れ
て
い
る

山
口
県
宇
部
市
の
「
Ｆ
Ｍ
き
ら
ら
」
か
ら

 
井  
上 

い
の 
う
え 

悟 
氏
を
お
招
き
し
ま
し
た
。
井
上
氏

さ
と
る

は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
を
活
用
し
た
ま
ち

づ
く
り
の
展
望
に
つ
い
て
「
東
御
市
内
と

い
う
限
ら
れ
た
放
送
エ
リ
ア
だ
か
ら
こ
そ
、

市
内
で
い
ま
起
こ
っ
て
い
る
出
来
事
の
情

報
や
生
活
の
知
恵
・
お
得
な
情
報
な
ど
、

生
の
情
報
が
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
発
信
で
き

る
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

Ｆ
Ｍ
は
市
民
の
生
活
の
中
で
必
要
不
可
欠

な
情
報
を
受
け
取
る
手
段
の
ひ
と
つ
と
な

り
、
聴
取
者
同
士
の
情
報
交
換
が
生
ま
れ
、

講
師
の
井
上
氏　

エ
フ
エ
ム
き
ら
ら
で
の
具

　

体
的
な
内
容
に
来
場
者
は
真
剣
に
耳
を
傾
け

▼

て
い
ま
し
た

▲５名のパネラーがそれぞれの立場で意見を交わし合いました
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平
成　

年
度
の
東
御
市
に
お

２０

け
る
一
般
・
特
別
・
企
業
そ
れ

ぞ
れ
の
会
計
決
算
が
、
市
議
会

第
３
回
定
例
会
に
お
い
て
認
定

さ
れ
ま
し
た
。
一
般
会
計
の
決

算
額
は
、
歳
入
総
額
１
４
４
億

１
千
２
５
４
万
円
、
歳
出
総
額

１
３
８
億
７
千
７
４
８
万
円
と

な
り
ま
し
た
。
一
般
会
計
を
中

心
に
決
算
の
概
要
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

　

（
注　

金
額
に
つ
い
て
は
四

捨
五
入
の
都
合
上
合
計
金
額
と

一
致
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。）

計特別会計一般会計年　度
61億5,8624億29457億5,56816
66億7,3283億7,22863億9917
61億6,4113億5,51258億89918
60億5,4532億9,47157億5,98219
48億8,0783億2,89245億5,18620

■積立基金の推移　 （単位：万円）

■市債残高の推移　 （単位：万円）

特別会計等の決算額
（単位：万円）

支　出収　入会　　計　　名
28億87330億6,265国民健康保険

特　

別　

会　

計

3億4583億3,794老人保健
20億3,83320億7,712介護保険

3,185986
地域改善地区住宅
改修資金等貸付事業

00工業地域開発事業
2億6942億1,083後期高齢者医療
6億3,8916億6,395収益的

水道事業
企
業
会
計

5億1,9182,680資本的
13億23113億8,554収益的

下水道事業
19億9,68215億1,004資本的
14億7,04215億1,045収益的

病院事業
5,1711,622資本的

計特別会計一般会計年　度
357億6,693204億2,586153億4,10716
345億5,368197億1,362148億4,00617
339億8,471188億9,761150億8,71018
329億8,444180億7,310149億1,13419
142億1,2053,396141億7,80920

※H20の特別会計市債残高の減額は、下水道会計の公営
企業会計への移行（H19年度末で180億3,016万円分が
移行）によるものです。
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（２００９年１０月）

合併振興基金積立金  ……………………1億5,151万円

市議会議員選挙費  ……………………………1,533万円

市長選挙費  ……………………………………1,296万円

太陽光発電施設導入助成事業費  ………………401万円

地域づくり活動補助事業費  ……………………299万円

児童手当・児童扶養手当費  ……………3億5,435万円

介護保険特別会計繰出金  ………………2億7,961万円

市立保育園運営事業費  …………………2億6,923万円

障害者自立支援介護給付費  ……………2億1,608万円

長野県後期高齢者医療広域連合負担金  2億1,089万円

国民健康保険特別会計繰出金  …………1億8,237万円

生活保護費  ………………………………1億2,178万円

私立保育園運営委託事業費  …………………7,771万円

後期高齢者医療特別会計繰出金  ……………6,098万円

乳幼児・児童福祉医療費  ……………………4,048万円

放課後児童クラブ事業費  ……………………1,474万円

ぽかぽか灯油券事業費  …………………………525万円

病院事業会計繰出金  ……………………3億2,797万円

焼却場等運営広域負担金 （上田・川西）  2億6,474万円

し尿処理運営広域負担金 （上田・川西）  1億2,973万円

ごみ分別収集費  ……………………………1億776万円

各種予防・検診事業費  ………………………5,536万円

ごみ減量化施設設置補助金  ……………………463万円

土地改良区補助金  ………………………1億1,919万円

中山間地域等直接支払制度費  ……………1億231万円

市単独土地改良事業費  ………………………3,456万円

松くい虫防除対策事業費  ……………………1,868万円

中小企業振興資金等預託金  ……………1億8,000万円

温泉施設運営費  …………………………1億1,950万円

新交通システム運行費補助金  ………………5,861万円

商工業振興助成事業補助金  …………………3,710万円

制度資金融資利子補給金  ……………………1,006万円

下水道事業会計繰出金  …………………23億9,559万円

鞍掛地域整備事業費  ……………………1億1,375万円

田中駅南口整備事業費  ……………………1億115万円

道路維持費  ……………………………………9,477万円

浦久保・山崎線舗装修繕事業費  ……………6,082万円

花と緑のまちづくり事業費  …………………1,237万円

総　　務　　費

民　　生　　費

衛　　生　　費

農林水産業費

商　　工　　費

土　　木　　費

常備消防広域負担金  ……………………2億9,753万円

非常備消防費  …………………………………6,350万円

（うち消防団員報酬　1,716万円）　

消防施設費  ……………………………………3,848万円

小学校費  …………………………………2億8,569万円

（うち田中・祢津小学校耐震補強事業費　9,499万円）

学校給食運営費  …………………………1億1,508万円

中学校費  …………………………………1億1,822万円

伝統的建造物群保存事業費  …………………2,486万円

分館施設整備事業費  …………………………2,309万円

（うち赤岩公民館施設整備補助金　1,878万円）　

滋野コミュニティセンター建設事業費  ……1,587万円

市体育協会活動補助金  …………………………705万円

和記念館修繕工事費  ……………………………631万円

国際交流事業費  …………………………………338万円

男女共同参画推進事業費  ………………………105万円

（注　金額が大きいもの又はその年度で特徴的なもの

　　　を掲載しました。）

消　　防　　費

教　　育　　費

金　　額項　　目

4,409議会費

65,908総務費

91,278民生費

35,551衛生費

15,752農林水産業費

18,849商工費

97,601土木費

12,691消防費

35,782教育費

56,970公債費

62災害復旧費

434,853全体平均

市民１人あたりに使われたお金
（単位：円／人）

金　　額項　　目

69,037固定資産税

51,092住民税

6,726都市計画税

6,195市たばこ税

2,270軽自動車税

150入湯税

135,471全体平均

市民１人あたりが納めた市税
（単位：円／人）

（注　市民１人あたりの金額
　　　は、平成２１年４月１日
　　　現在の人口31,913人で
　　　割り、四捨五入の調整
　　　をしてあります。）

●問い合わせ先　総務課財政係　�64－5805

▲耐震補強された田中小学校
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「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に

関
す
る
法
律
」
に
基
づ
き
、
昨
年
度
か
ら

地
方
公
共
団
体
の
財
政
健
全
化
を
示
す
指

標
と
し
て
「
健
全
化
判
断
比
率
」（
実
質
赤

字
比
率
・
連
結
実
質
赤
字
比
率
・
実
質
公

債
費
比
率
・
将
来
負
担
比
率
の
4
指
標
）

及
び
公
営
企
業
の
「
資
金
不
足
比
率
」
の

公
表
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ

で
は
平
成　

年
度
決
算
に
基
づ
く
指
標
に

２０

つ
い
て
、
暫
定
値
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

（
健
全
化
判
断
比
率
・
資
金
不
足
比
率
に

つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。
ま
た
、
確
定
値
に
つ
い

て
は　

月
末
に
総
務
省
か
ら
公
表
さ
れ
る

１１

予
定
で
す
。）

 
健
全
化
判
断
比
率

　

東
御
市
の
財
政
は
、
ど
の
指
標
に
お
い

て
も
、
国
の
定
め
る
「
早
期
健
全
化
基
準
」

「
財
政
再
生
基
準
」
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。

（
下
表
参
照
）
し
か
し
な
が
ら
、
病
院
事

業
会
計
の
未
処
理
欠
損
金
の
多
さ
や
不
景

気
の
影
響
に
よ
る
税
収
の
減
少
な
ど
財
政

運
営
上
の
問
題
も
抱
え
て
い
ま
す
の
で
、

経
営
改
善
や
経
費
節
減
に
努
め
る
な
ど
し

て
、
さ
ら
な
る
健
全
化
を
図
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

上
の
表
の
平
成　

年
度
指
標
を

２０

前
年
度
と
比
較
し
ま
す
と
、
実
質

公
債
費
比
率
は　

・
０
％
で
あ
り
、

１６

東
御
市
が
借
金
返
済
の
ピ
ー
ク
を

迎
え
て
い
る
た
め
、
昨
年
度
よ
り

比
率
が
0
・
6
％
上
昇
し
ま
し
た

が
、
将
来
負
担
比
率
は
１
０
９
・

４
％
で
あ
り
平
成　

年
度
に
借
金

２０

返
済
が
進
ん
だ
た
め
、
前
年
度
よ

り
5
・
4
％
減
少
し
ま
し
た
。

 
公
営
企
業
の

 　

資
金
不
足
比
率

　

東
御
市
の
公
営
企
業
会
計
（
水

道
事
業
会
計
・
下
水
道
事
業
会
計
・

病
院
事
業
会
計
）
で
は
、
前
年
度

と
同
じ
く
、
平
成　

年
度
決
算
に

２０

お
い
て
も
資
金
不
足
額
は
な
く
、

該
当
あ
り
ま
せ
ん
。（
下
表
参
照
）

●
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課
財
政
係

　

�　

－

５
８
０
５

６４

財政再生基
準　（※２）

早期健全化
基準（※１）

東御市
（平成19年度）

東御市
（平成20年度）

指　標　の　意　味指　標　名

20.0013.49
－

（赤字なし）
－

（赤字なし）
一般会計等の赤字額の割合実 質 赤 字 比 率

40.0018.49
－

（赤字なし）
－

（赤字なし）

一般会計や公営企業会計を
合わせた市全体の赤字額の
割合

連結実質赤字比率

35.025.015.416.0
市税等の年間収入のうち市
全体の借金返済額が占める
割合

実質公債費比率

350.0114.8109.4

市全体の借金等が市税等の
年間収入の何年分にあたる
のかを表す指標（100％が
１年分にあたります）

将 来 負 担 比 率

※１　早期健全化基準…財政の早期健全化へ向けて財政健全化計画の策定等が必要となる基準
※２　財政再生基準…財政の再生へ向けて財政再生計画の策定、計画について国の同意手続等が必要となる
　　　　　　　　　　基準

（単位：％）

経営健全化
基準（※３）

病院事業
会　　計

下 水 道
事業会計

水道事業
会　　計

指標の意味指標名

20.0
－

（資金不足なし）
－

（資金不足なし）
－

（資金不足なし）
公営企業会計の資金に不足
が生じているかを表す指標

資金不足比率

※3　経営健全化基準…上記（※1）の早期健全化基準に相当

（単位：％）

＜健全化判断比率＞

＜資金不足比率＞
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とうみ

東御市農業委員会だより  ②
○親子ふれあい青空朝市に参加
（主催：北御牧地区活性化研究委員会）

　８月１２日、早朝より大勢の皆様にお越しいただきありがとうございました。

○荒廃地における草刈り機「モア」の実演

　８月９日に、新張区の中山間地事業の草刈り作業の終了時に

「モア」の実演を行いました。５年間作付け放棄がされていたツ

ル草やカヤの大株のある畑でしたが、コンパクトな機械でも力の

ある「モア」が走行をした後は、つる草やカヤが細かいチップ状

に排出され驚きの声が上がりました。　　（楢原由紀子農業委員）

   「モア」の特徴
  　①ハンマーナイフ使用のため、刈った後の草が細かく破砕

  　　される

  　②傾斜地走行も安定した作業ができる

  　③肉体的負担が軽い

※平成２１年１２月末まで、団体へ無料で貸し出

　します。詳しくは、農林課農政係までお問

　い合わせください。

○問い合わせ先　農林課農政係　�64－5894　農業委員会事務局　�64－0535

　

思
い
返
せ
ば
、
健
康
に
良
い
、
農

薬
の
使
用
が
少
な
く
環
境
に
も
良
い

な
ど
か
ら
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
農
園
開
設

を
夢
見
て
、
挿
し
木
で
苗
作
り
を
始

め
た
の
が
６
年
前
、
湯
楽
里
館
下
の

当
地
に
定
植
し
た
の
が
４
年
前
の
春

の
こ
と
で
し
た
。
除
草
剤
を
使
わ
な

い
！
農
薬
を
極
力
使
わ
な
い
！
化
学

肥
料
を
使
わ
な
い
！
な
ど
に
こ
だ
わ

り
な
が
ら
、
今
年
初
め
て　

種
１
、

２０

２
０
０
本
の
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
木
に

花
を
咲
か
せ
、
実
を
つ
け
、
お
客
様

を
お
迎
え
し
ま
し
た
。

　

１
、
８
０
０
坪
全
て
が
南
斜
面
で
、

八
ヶ
岳
、
蓼
科
、
美
ヶ
原
、
日
本
ア

ル
プ
ス
に
至
る
大
パ
ノ
ラ
マ
で
す
。

遠
方
か
ら
来
ら
れ
た
お
客
様
が
、
そ

の
眺
め
と
、
休
憩
所
の

ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
を

通
り
抜
け
る
風

の
心
地
よ
さ

に
長
居
を
さ

れ
る
方
が
多

く
、
あ
ら
た

め
て
東
御
の

自
然
の
素
晴

ら
し
さ
を
再
認

識
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。　

今
年
は

雨
に
た
た
ら
れ
た
り
、
雀
、
ヒ
ヨ
ド
リ
、

キ
ジ
な
ど
の
食
害
に
あ
っ
た
り
と
大
変
な

事
も
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
お
客
様
か
ら

は
品
種
に
よ
っ
て
違
う
味
、
大
き
さ
、
香

り
に
驚
か
れ
た
り
、「
粒
が
大
き
い
！
味

が
い
い
！
」
と
お
褒
め
を
頂
き
、
生
産
者

と
し
て
大
変
嬉
し
い
思
い
も
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

来
年
以
降
は
、
品
質
や
衛
生
管
理
、
お

も
て
な
し
な
ど
今
年
以
上
に
気
を
配
り
、

東
御
の
観
光
農
業
施
設
の
ひ
と
つ
と
し
て

恥
ず
か
し
く
な
い
よ
う
頑
張
り
、
も
っ
と

も
っ
と
多
く
の
人
た
ち
に
東
御
の
自
然

（
景
観
、
気
候
、
特
に
爽
や
か
な
風
）
の

素
晴
ら
し
さ
を
お
伝
え
す
る
役
割
を
担
え

れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
来
年
も
７
月
１

日
に
開
園
予
定
で
す
の
で
、
お
気
軽
に
遊

び
に
お
越
し
下
さ
い
。
ま
た
、
来
春
に
は

「
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
植
え
方
と
剪
定
の
教

室
」
を
無
料
で
開
き
ま
す
。
参
加
自
由
で

す
の
で
お
気
軽
に
声
を
お
か
け
下
さ
い
。

　

最
後
に
、
多
大
な
協
力
や
援
助
を
い
た

だ
い
た
先
輩
農
家
の
皆
様
方
、
関
係
各
位
、

そ
し
て
忙
し
い
中
植
え
付
け
を
手
伝
っ
て

く
れ
た
新
規
就
農
の
仲
間
た
ち
に
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　

●
ひ
だ
ま
り
農
園
「
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
丘
」

　

�　

－

０
１
７
２

６４

「
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
丘
か
ら
」・
・
・

　
　

観
光
摘
み
取
り
園
１
年
目
を
終
え
て
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道道道道道道道道道道路路路路路路路路路路環環環環環環環環環環境境境境境境境境境境をををををををををを目目目目目目目目目目指指指指指指指指指指ししししししししししてててててててててて　　　　　　　　　道路環境を目指して

『後退道路用地整備事業(道路狭あい事業)』にご協力ください

　

道
路
は
私
た
ち
が
安
心
し
て
快
適
に
生
活
し
て
い
く
上
で
大
切
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま

す
。
単
に
通
行
に
利
用
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
地
震
や
火
災
等
の
発
生
時
に
は
救
助
や
避

難
の
経
路
と
も
な
る
か
ら
で
す
。
狭
い
道
路
は
消
火
救
急
活
動
や
住
民
避
難
の
妨
げ
と
な

り
、
生
命
の
安
全
や
財
産
の
保
全
に
支
障
を
き
た
す
こ
と
も
予
想
さ
れ
ま
す
。

 
狭
あ
い （
道
の
幅
が
狭
い
） 
道
路

　

市
で
は
、
市
全
域
を
都
市
計
画
区
域
と

し
た
こ
と
で
、
建
物
を
建
て
ら
れ
る
区
域

制
限
や
建
築
基
準
法
に
よ
る
建
物
を
建
て

る
敷
地
と
接
す
る
道
路
幅
員
（
道
幅
）
は

４
ｍ
以
上
で
な
い
と
建
設
で
き
な
い
制
限

な
ど
が
加
わ
り
、
都
市
計
画
区
域
内
の
用

途
に
沿
い
計
画
的
な
都
市
開
発
を
進
め
て

き
ま
し
た
。
し
か
し
、
区
域
決
定
以
前
に

あ
っ
た
幅
員
４
ｍ
に
満
た
な
い
「
狭
あ
い

道
路
」
で
あ
っ
て
も
、
既
に
建
物
が
建
ち

並
ん
で
い
る
道
路
で
市
が
指
定
し
た
道
路

に
接
す
る
敷
地
に
つ
い
て
は
、
道
路
中
心

か
ら
２
ｍ
後
退
い
た
だ
く
こ
と
で
建
設
の

で
き
る
道
路
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
道
路

を
建
築
基
準
法
第　

条
第
２
項
に
定
め
の

４２

あ
る
道
路
「
２
項
道
路
」
と
い
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
近
く
で
、
建
物
が
並
び
、
狭

く
曲
が
り
「
こ
の
道
路
、
も
う
少
し
広
く

な
ら
な
い
か
し
ら
？
」
と
思
わ
れ
る
個
所

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
要
因
と
な
っ

て
い
る
の
が
、
先
に
説
明
し
た
２
項
道
路

と
考
え
ら
れ
る
の
で
す
。
建
築
基
準
法
で

定
め
る
幅
員
４
ｍ
未
満
の
道
路
に
接
す
る

敷
地
に
建
物
を
建
て
る
場
合
、
建
物
の
軒

や
門
、
塀
、
フ
ェ
ン
ス
な
ど
は
、
道
路
の

中
心
か
ら
２
ｍ
以
内
に
は
、
建
築
ま
た
は

築
造
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
と
な
っ
て
い

ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
市
内
全
域
に
あ

る
２
項
道
路
の
両
側
に
、
都
市
計
画
区
域

決
定
以
前
に
建
築
し
た
工
作
物
等
が
数
多

く
点
在
し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
加
え

て
、
東
部
地
区
特
有
の
扇
状
地
、
北
御
牧

地
区
特
有
の
河
岸
段
丘
に
よ
る
形
状
が
道

路
の
直
進
性
を
妨
げ
、
こ
れ
ら
自
然
形
状

を
利
用
し
た
石
垣
や
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
が

個
々
の
宅
地
境
界
を
定
め
る
役
割
と
と
も

に
、
集
落
内
の
生
活
道
路
は
狭
あ
い
の
ま

ま
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
車
社
会
の
到

来
と
と
も
に
、
道
路
舗
装
や
水
路
修
繕
等

に
よ
り
隅
々
ま
で
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
が

施
さ
れ
た
も
の
の
、
狭
あ
い
道
路
の
解
消

に
つ
い
て
は
道
幅
を
広
げ
る
の
に
必
要
な

土
地
の
所
有
権
に
関
す
る
諸
事
情
や
工
作

物
撤
去
な
ど
の
費
用
負
担
が
要
因
と
な
り
、

私
た
ち
が
生
活
す
る
上
で
必
要
と
す
る
２

項
道
路
の
改
良
が
進
ま
な
い
ま
ま
と
な
っ

て
い
ま
す
。
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とうみ

 
２
項
道
路
の
拡
幅

「
後
退
道
路
用
地
整
備
事
業
」

　

市
で
は
、
平
成　

年　

月
か
ら
狭
あ
い

１９

１０

道
路
の
拡
幅
整
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
整
備
は
２
項
道
路
に
接
す
る
個
所
に
お

い
て
の
み
行
う
も
の
で
、
住
宅
等
の
新
築

や
建
替
え
な
ど
の
機
会
、
区
や
地
域
を
あ

げ
て
通
行
に
支
障
が
あ
る
個
所
の
道
路
整

備
を
行
う
場
合
を
と
ら
え
て
部
分
的
に
改

良
を
施
し
て
い
く
も
の
で
す
。
後
退
す
る

土
地
を
所
有
す
る
皆
さ
ん
の
同
意
を
い
た

だ
き
な
が
ら
実
施
す
る
た
め
、
一
斉
に
道

路
を
拡
幅
す
る
整
備
と
異
な
り
、
長
い
年

数
を
掛
け
て
整
備
す
る
事
業
な
の
で
す
。

　
　

年
度
、
当
事
業
に
ご
同
意
い
た
だ
き

２０
道
路
後
退
を
実
施
し
た
個
所
は
、　

個
所

１６

あ
り
ま
し
た
。
次
ペ
ー
ジ
上
の
写
真
は
改

良
整
備
が
行
わ
れ
る
前
と
後
を
撮
影
し
た

も
の
で
す
。
狭
あ
い
道
路
片
側
の
み
の
道

路
後
退
部
分
の
拡
幅
工
事
で
す
が
、
現
場

を
実
際
に
歩
い
て
み
ま
す
と
「
広
く
な
っ

た
」
と
、
そ
の
効
果
が
実
感
い
た
だ
け
る

と
思
い
ま
す
。

　

道
を
歩
行
中
、
道
の
端
い
っ
ぱ
い
ま
で

寄
せ
て
走
る
車
に
恐
怖
を
感
じ
た
こ
と
が

あ
る
方
も
大
勢
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま

す
。
交
通
弱
者
で
あ
る
歩
行
者
の
安
心
・

安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
も
重
要
な
事
業

と
い
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

 
２
項
道
路（
２
項
道
路
後
退
義
務
）に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

【
建
築
基
準
法
第　

条
第
２
項
】

４２

　

都
市
計
画
区
域
の
場
合
、
建
物
が
並
ん

で
い
る
道
路
で
幅
員
が
1
・
8
ｍ
以
上
４

ｍ
未
満
の
市
が
指
定
し
た
道
路
に
つ
い
て

は
、
そ
の
道
路
の
中
心
か
ら
両
側
に
そ
れ

ぞ
れ
２
ｍ
後
退
し
た
位
置
を
道
路
と
敷
地

の
境
界
線
と
み
な
し
て
建
物
を
建
築
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
1
・
8
ｍ
以
上

４
ｍ
未
満
の
道
路
を
２
項
道
路
と
い
い
ま

す
。

　

２
項
道
路
に
接
し
て
い
る
敷
地
に
建
物

を
建
築
す
る
場
合
に
は
道
路
中
心
か
ら
２

ｍ
後
退
し
て
建
築
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と

な
り
ま
す
。
そ
の
際
、
後
退
し
た
部
分
に

門
や
塀
、
生
垣
な
ど
を
設
置
す
る
こ
と
が

で
き
ず
、
ま
た
、
後
退
し
た
部
分
に
残
る

門
や
塀
な
ど
に
つ
い
て
は
建
築
に
あ
わ
せ

て
移
転
及
び
除
去
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に

な
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
こ
の
後
退
し
た
部
分
の
土
地

を
所
有
す
る
方
と
の
話
し
合
い
に
よ
り
、

道
路
用
地
と
し
て
買
い
取
る
制
度
（
後
退

道
路
用
地
整
備
事
業
）
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
道
路
の
両
端
を
こ
う
し
た
事
業
に
よ

り
幅
員
４
ｍ
の
道
路
に
し
、
緊
急
車
両
や

ゴ
ミ
収
集
運
搬
車
な
ど
が
支
障
な
く
通
行

で
き
る
道
路
と
し
て
い
き
ま
す
。
２
項
道

路
に
つ
い
て
は
市
役
所
建
設
課
で
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
市
内
の
狭
あ
い
し
た
道
路▲威圧感のある両側のブロック塀 ▲軽自動車でも通過が大変
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後
退
道
路
用
地

　

整
備
事
業
に
関
わ
る

　
　

手
続
き
の
流
れ

①
後
退
道
路
用
地
の
事
前
協
議

　
　

建
築
確
認
申
請
※
１
を
提
出
す
る　
３０

日
前
、
ま
た
は
、
工
作
物
等
を
築
造
す

る
場
合
は
工
事
着
手
の　

日
前
ま
で
に

３０

後
退
道
路
用
地
の
整
備
方
法
に
つ
い
て

市
と
事
前
協
議
※
２
（
後
退
道
路
用
地

等
協
議
書
の
提
出
）
が
必
要
で
す
。

※
１
建
築
物
、
工
作
物
を
建
築
す
る
際
に

は
、
建
て
る
前
に
建
築
確
認
申
請
の

手
続
が
必
要
で
す
。
物
件
を
建
て
る

際
に
は
、
建
築
確
認
を
行
っ
て
か
ら

着
工
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

※
２
事
前
協
議
と
は
、
後
退
部
分
の
土
地

に
つ
い
て
、
譲
渡 （
売
買
）、
寄
附
、

無
償
使
用
の
い
ず
れ
か
の
契
約
、
及

び
整
備
方
法
等
の
協
議
を
行
う
も
の

で
す
。

②
現
地
確
認
と
可
否
決
定

　
　

事
前
協
議
書
に
基
づ
き
、
現
地
に
て

２
項
道
路
と
の
接
合
部
分
、
既
存
道
路

と
の
高
低
差
、
工
作
物
等
の
協
議
を
し

ま
す
。
狭
あ
い
解
消
の
た
め
の
費
用
や

そ
の
効
果
を
精
査
し
可
否
決
定
を
し
ま

す
。
決
定
内
容
に
つ
い
て
は
申
請
者
に

連
絡
し
ま
す
。

③ 
同
意
・
契
約
・
支
払

　
　

現
地
立
会
に
よ
り
道
路
後
退
用
地
を

確
定
し
、
こ
れ
を
示
し
た
図
面
等
に
よ

り
同
意
書
の
提
出
、
登
記
（
分
筆
な
ど
）、

売
買
契
約（
売
買
の
場
合
）を
行
い
ま
す
。

  
後
退
道
路
用
地
整
備
事
業
を
行
っ
て

　

私
に
と
っ
て
の
後
退
道
路
の
整
備
は
、

住
宅
の
脇
に
あ
る
巨
峰
栽
培
に
使
う
農
業

用
作
業
所
の
建
て
替
え
計
画
か
ら
始
ま
り

ま
し
た
。
こ
こ
数
年
の
懸
案
だ
っ
た
こ
と

で
、
い
よ
い
よ
着
手
し
よ
う
と
施
工
を
お

願
い
し
た
業
者
に
話
を
持
ち
か
け
た
ら

「
２
項
道
路
後
退
義
務
」
の
話
が
あ
り
ま

し
た
。
建
物
を
建
築
す
る
際
の
ル
ー
ル
に

こ
う
い
っ
た
決
ま
り
が
あ
る
こ
と
は
聞
い

て
い
ま
し
た
が
、
道
路
の
た
め
に
宅
地
を

削
ら
れ
る
こ
と
が
い
さ
さ
か
腑
に
落
ち
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

建
築
確
認
申
請
や
そ
の
前
に
や
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
後
退
用
地
の
協
議
の
こ
と

な
ど
、
関
係
者
か
ら
話
を
聞
き
、
制
度
の

内
容
を
理
解
し
ま
し
た
。
当
初
寄
付
だ
と

思
っ
て
い
た
用
地
を
市
が
買
い
上
げ
る
こ

と
も
知
り
ま
し
た
。
手
順
に
そ
っ
て
行
わ

れ
た
測
量
で
は
、
後
退
す
る
用
地
が　

㎡
１０

程
度
で
、
削
ら
れ
る
と
こ
ろ
は
意
外
に
わ

ず
か
な
部
分
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
こ
う
な

る
と
気
持
ち
は
整
備
に
前
向
き
で
し
た
。

道
路
の
狭
さ
に
よ
る
日
常
の
不
便
が
目
に

つ
い
て
く
る
の
で
す
。
道
路
と
の
境
に
昔

か
ら
あ
っ
た
石
垣
が
自
家
用
車
の
出
し
入

れ
に
と
て
も
邪
魔
と
な
っ
て
い
た
か
ら
で

す
。
我
が
家
に
接
す
る
道
路
は
、
普
通
乗

用
車
が
通
れ
る
程
度
の
幅
し
か
な
く
、
大

型
車
が
向
か
い
の
家
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
を
引

っ
か
け
た
り
、
道
路
の
門
で
車
が
曲
が
れ

な
く
な
っ
て
し
ま
い
私
が
動
か
し
た
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。
昔
は
不
便
を
感
じ
な
か

っ
た
こ
の
道
路
も
、
時
代
は
変
わ
り
、
車

社
会
と
な
り
乗
用
車
も
大
型
化
し
て
い
く

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
今
回
の
整
備
が
終
わ

り
、
邪
魔
だ
っ
た
石
は
撤
去
さ
れ
き
れ
い

な
舗
装
道
路
に
な
り
ま
し
た
。
自
家
用
車

の
出
し
入
れ
が
随
分
と
楽
に
な
り
、
本
当

に
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の

道
路
を
通
る
車
を
見
て
地
域
の
た
め
に

な
っ
た
と
の
充
実
感
も
あ
り
ま
す
。

　

市
内
を
車
で
走
る
と
、
以
前
の
我
が
家

の
横
を
走
っ
て
い
た
よ
う
な
道
路
は
ど
こ

に
で
も
見
ら
れ
ま
す
ね
。
私
の
よ
う
な
作

業
所
の
建
築
や
住
宅
の
建
て
替
え
な
ど
、

何
か
き
っ
か
け
が
な
い
と
な
か
な
か
行
う

こ
と
は
難
し
い
と
は
思
い
ま
す
が
、
こ
の

制
度
を
多
く
の
方
が
知
り
、
日
常
生
活
の

�
便
利
�
の
た
め
、
利
用
し
た
ら
と
思
い

ま
す
。
ま
た
今
回
の
整
備
を
通
じ
、
暮
ら

し
や
す
い
地
域
づ
く
り
の
た
め
、
隣
近
所
、

そ
し
て
、
集
落
全
体
が
少
し
ず
つ
譲
り
合

う
な
ど
し
て
取
り
組
ん
で
い
け
れ
ば
更
に

効
果
的
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

�沢久利さん（大石区）
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とうみ

　

狭
あ
い
道
路
の
解
消
に
は
、
２
項
道
路

と
接
す
る
方
の
大
切
な
財
産
の
一
部
を
提

供
い
た
だ
く
こ
と
が
前
提
と
な
り
ま
す
。

建
築
等
の
機
会
や
、
ま
た
、
区
の
道
路
長

期
計
画
な
ど
、
市
民
の
方
々
と
行
政
が
協

力
し
合
わ
な
け
れ
ば
拡
幅
整
備
は
進
み
ま

せ
ん
。「
道
路
の
た
め
に
大
切
な
土
地
を

減
ら
し
た
く
な
い
」
と
お
考
え
に
な
る
方

も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
が
、
道
路

狭
あ
い
が
解
消
す
る
こ
と
が
誰
に
と
っ
て

受
益
と
な
る
の
か
考
え
て
ほ
し
い
の
で
す
。

狭
あ
い
道
路
は
、
私
た
ち
が
日
常
生
活
を

し
て
い
く
う
え
で
、
通
行
上
、
環
境
衛
生

上
の
問
題
が
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
地
震

や
火
災
な
ど
の
災
害
時
に
は
消
防
、
救
急

活
動
に
支
障
を
き
た
す
こ
と
も
予
想
さ
れ

ま
す
。
市
と
し
て
も
、
安
全
で
快
適
な
災

害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま

す
の
で
、
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
ま
た
、
関
心
の
あ
る
方
は
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
　

建
設
課
管
理
係　

�　

－

５
８
８
２

６４
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東
御
市
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
推
進
委

員
会
で
は
、「
東
御
市
男
女
共
同
参
画
プ

ラ
ン
」
を
推
進
す
る
た
め
に
、
4
コ
マ
漫

画
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
事
業
所
訪
問
等

の
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

男
女
共
同
参
画
の
基
本
と
な
る
の
は
家

庭
で
す
。
そ
の
構
成
員
で
あ
る
家
族
が
働

き
や
す
い
職
場
で
や
り
が
い
を
持
っ
て
働

く
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
が
重
要
に
な

り
ま
す
。

　

今
回
は
市
内
の
２
つ
の
農
場
を
訪
問
し

特
に
女
性
が
い
き
い
き
働
く
様
子
を
見
学

し
て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

八
重
原
の
明
神
池
西
側
に
位
置
す
る
一

帯
に
、
大
規
模
ハ
ウ
ス
の
施
設
が
広
が
り

ま
す
。
株
式
会
社
ハ
ル
デ
ィ
ン
長
野
農
場

は
、
1
9
8
9
年
に
千
葉
県
に
あ
る
本
社

の
直
営
農
場
と
し
て
こ
の
地
に
開
設
さ
れ

ま
し
た
。
大
掛
か
り
な
設
備
で
、
害
虫
と

雑
菌
の
侵
入
を
遮
断
し
た
ハ
ウ
ス
の
内
部

を
農
場
長
の
永
田
記
雄
さ
ん
に
案
内
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
栽
培
し
て
い
る
の
は

大
手
企
業
か
ら
受
注
を
受
け
た
野
菜
苗
・

花
苗
が
ほ
と
ん
ど
で
、　

種
程
の
苗
が
約

４０

3
ｈ
ａ
の
敷
地
を
埋
め
つ
く
し
て
い
ま
す
。

　

こ
ち
ら
で
働
く　

人
の
従
業
員
の
う
ち

８０

9
割
が
女
性
で
パ
ー
ト
社
員
が
ほ
と
ん
ど

で
す
。
市
内
を
は
じ
め
近
隣
市
町
村
か
ら

通
勤
し
、　

年
勤
続
の
方
も
い
て
、　

歳

２０

６５

の
定
年
ま
で
働
け
ま
す
。

　

農
場
の
従
来
の
イ
メ
ー
ジ
と
異
な
り
、

ハ
ウ
ス
内
は
機
械
化
さ
れ
、
細
か
な
手
先

の
仕
事
が
中
心
と
な
っ
て
い
ま
す
。
就
業

時
間
も
繁
忙
期
を
除
き
一
定
し
て
い
て
、

子
育
て
中
の
女
性
に
も
働
き
や
す
い
環
境

の
よ
う
で
し
た
。

　

訪
問
を
終
え
て

○
短
い
勤
務
時
間
も
選
択
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
子

育
て
中
の
方
に
も
働
き
や
す

い
職
場
だ
と
思
い
ま
し
た
。

○
苗
の
接
ぎ
木
等
の
軽
作
業
が

多
く
、
男
女
間
の
隔
た
り
な

く
作
業
し
て
い
ま
し
た
。

○
努
力
次
第
で
、
班
長
や
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
ハ
ウ
ス
内
の
管

理
を
任
さ
れ
る
の
で
励
み
に

な
る
と
思
い
ま
す
。

ハウス内の防除や生産管理を受け
持つ小山義弘さん。男女が助け合
い、忙しい時はみんなで取り組む

作業の説明を受ける委員

連なるハウスの間を農場長の永田さんに案内していただいた

（上）広々としたハウスの内部に、ミニシクラメンの苗が広がる
（下）さし芽作業中の女性従業員

株式会社ハルディン長野農場
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農
業
後
継
者
不
足
が
心
配
な
昨
今
で
す

が
、
農
業
を
志
す
若
い
人
が
集
ま
る
和
地

区
井
高
の
永
井
農
場
を
お
訪
ね
し
、
会
長

の
永
井
忠
さ
ん
や
、
こ
こ
で
働
く
市
内
出

身
の
冨
岡
美
帆
さ
ん
、
県
外
出
身
の
日
下

怜
美
さ
ん
、
川
池
亮
子
さ
ん
と
懇
談
す
る

機
会
を
設
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

留
学
経
験
の
あ
る
冨
岡
さ
ん
は
、
今
年

4
年
目
。
入
社
以
来
、
牛
を
任
さ
れ
、
一

人
で
牛
の
出
産
に
も
立
ち
会
っ
て
き
ま
し

た
。「
力
の
足
り
な
い
女
性
も
機
械
を
使
え

ば
男
性
と
同
じ
に
働
け
る
」
と
、
様
々
な

農
作
業
を
こ
な
し
て
い
ま
す
。
今
年
の
夏

か
ら
は
、
軽
井
沢
に
ジ
ェ
ラ
ー
ト
出
店
と

い
う
新
し
い
企
画
を
任
さ
れ
、
現
場
を
離

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
「
現
場
の
経

験
が
販
売
に
活
か
せ
る
」
と
前
向
き
で
す
。

　

今
年
入
社
し
た
ば
か
り
の
川
池
さ
ん
も

牛
の
世
話
を
任
さ
れ
て
い
ま
す
。「
一
般

（２００９年１０月）

とうみ

企
業
に
勤
め
た
経
験
も
あ
り
ま
す
が
、
農

業
は
会
社
で
は
得
ら
れ
な
い
満
足
感
が
あ

り
ま
す
。
将
来
は
、
農
業
で
独
立
し
た

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

日
下
さ
ん
は
、
今
年
2
年
目
。
県
農
業

大
学
卒
業
後
入
社
し
ま
し
た
。
東
京
育
ち

の
日
下
さ
ん
、
大
学
進
学
を
決
め
る
時
、

ご
両
親
を
説
得
す
る
の
が
大
変
だ
っ
た
そ

う
で
す
。

　

3
人
が
3
様
に
「
農
業
は
楽
し
い
」
と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

永
井
農
場
で
は　

人
程
の
ス
タ
ッ
フ
で

１５

水
田
と
酪
農
の
「
複
合
経
営
」
に
よ
り
、

米
や
牛
乳
の
他
、
巨
峰
、
野
菜
、
餅
な
ど

の
加
工
も
手
掛
け
て
い
ま
す
。

　

永
井
会
長
は
「
農
業
は
家
族
が
基
本
。

ス
タ
ッ
フ
は
単
な
る
労
働
力
で
は
な
く
家

族
の
一
員
」と
言
い
ま
す
。「
農
業
は
農
繁

期
と
農
閑
期
と
あ
る
が
、
ス
タ
ッ
フ
の
知

恵
を
出
し
合
っ
て
効
率
の
良
い
経
営
を
し

た
い
」
と
い
う
若
い
ス
タ
ッ
フ
の
考
え
が

活
か
さ
れ
、
農
場
に
は
若
い
人
が
集
ま
っ

て
い
ま
す
。
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訪
問
を
終
え
て

○
「
農
業
が
し
た
い
」「
酪
農
家

に
な
り
た
い
」
と
、
若
い
女
性

が
農
業
に
情
熱
を
燃
や
し
て
い

る
姿
に
感
動
し
ま
し
た
。

○
大
型
農
業
機
械
に
も
果
敢
に
取

り
組
み
、
男
女
の
違
い
を
超
え

た
考
え
方
に
新
し
い
農
業
を
感

じ
ま
し
た
。

○
「
酪
農
以
外
の
農
業
も
一
通
り

経
験
し
て
も
ら
う
。
農
業
経
営

者
に
な
ら
な
く
て
も
、
こ
の
経

験
は
貴
重
な
財
産
だ
」
と
い
う

会
長
の
言
葉
が
印
象
的
で
し
た
。

（上）川池さん。牛の世話を任されている
（下）日下さんに牛舎を案内してもらう委員

精米を担当している福島陽さん

「今の若い女性は行動力があり、意識も高い。現場へ積極的に出て
いく」と語る永井会長（右）と話を聞く日下さん（中央）、冨岡さん

株式会社  永  井  農  場
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有
事
に
備
え
市
全
域
で
訓
練
実
施

　
　

地
震
総
合
防
災
訓
練

　

地
震
や
豪
雨
、
近
年
多
発
す
る
自
然
災

害
等
に
備
え
る
た
め
、
８
月　

日
に
市
内

２９

全
域
で
地
震
総
合
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
日
は
、
各
区
の
住
民
を
は
じ
め
、

消
防
団
、
日
赤
奉
仕
団
、
交
通
安
全
協
会
、

市
内
企
業
な
ど
か
ら
約
４
５
０
０
名
が
参

加
。
駿
河
湾
沖
を
震
源
と
す
る
大
地
震
に

よ
り
、
市
内
に
も
甚
大
な
被
害
が
発
生
し

た
想
定
で
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加

者
は
、
避
難
訓
練
や
初
期
消
火
訓
練
、
炊

き
出
し
訓
練
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

市
役
所
に
は
花
岡
市
長
が
本
部
長
と
な
り

災
害
対
策
本
部
が
設
置
さ
れ
、
各
区
と
の

情
報
伝
達
や
避
難
誘
導
な
ど
の
流
れ
を
確

認
し
ま
し
た
。

　

今
年
の
モ
デ
ル
地
区
と
な
っ
た
和
小
学

校
校
庭
に
は
、
東
上
田
区
、
大
川
区
、
栗

林
区
、
寺
坂
区
の
皆
さ
ん
が
避
難
。
救
助

工
作
車
を
使
っ
た
消
防
署
救
急
隊
員
と
消

防
団
員
の
負
傷
者
救
出
訓
練
を
見
学
し
ま

し
た
。
そ
の
後
、
消
火
器
に
よ
る
初
期
消

火
訓
練
、
水
バ
ケ
ツ
消
火
訓
練
、
煙
の
怖

さ
を
体
験
す
る
「
煙
体
験
ハ
ウ
ス
」、
A
E

D
を
使
っ
た
救
急
救
命
訓
練
な
ど
を
精
力

的
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

い
つ
発
生
す
る
か
分
か
ら
な
い
災
害
に

備
え
、
家
具
の
転
倒
防
止
対
策
や
避
難
用

具
の
準
備
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

▲緊迫した救出訓練

▲炊き出し訓練と非常食の試食

  
お
か
げ
さ
ま
で
3
周
年
！

　
　
　
　
　
　

と
う
み
レ
ッ
ツ
号

　

デ
マ
ン
ド
交
通
〝
と
う
み
レ
ッ
ツ
号
〞

は
、　

月
１
日
に
３
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

１０

お
か
げ
さ
ま
で
順
調
に
乗
車
人
数
も
増
え
、

〝
み
な
さ
ま
の
身
近
な
あ
し
〞
と
し
て
定

着
し
ま
し
た
。
今
後
も
ま
す
ま
す
、
み
な

さ
ま
に
寄
り
添
っ
て
運
行
し
て
ま
い
り
ま

す
。
ご
利
用
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
！

 
*
レ
ッ
ツ
号
ご
利
用
の

　
　

お
願
い
と
お
知
ら
せ
*

●
運
行
は
予
約
制
で
平
日
の
み
、
運
行
時

間
は
午
前
８
時　

分
か
ら
午
後
４
時　

３０

３０

分
で
す
。（
正
午
か
ら
午
後
１
時
ま
で

は
休
み
。）

●
利
用
料
は
２
０
０
円
。
車
内
で
お
支
払

下
さ
い
。（
回
数
券
は
1
枚
お
得
な　
１１

枚
で
2
0
0
0
円
で
す
。）

●
予
約
は
電
話
で
、
お
名
前
・
乗
車
時
刻
・

乗
車
場
所
を
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
（
電
話
交

換
手
）
に
お
伝
え
下
さ
い
。
発
車
時
刻

の
２
日
前
〜　

分
前
が
受
付
時
間
で
す
。

３０

た
だ
し
、
朝
の
第
一
便
（
８
時　

分
）

３０

を
ご
利
用
さ
れ
る
場
合
は
、
前
日
（
利

用
が
月
曜
日
の
場
合
は
前
週
金
曜
日
）

ま
で
に
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
東
御
市
民
で
利
用
登
録
を
し
た
、
ご
自

身
で
乗
降
可
能
な
方
な
ら
ど
な
た
で
も

ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

●
市
内
を
５
つ
の
エ
リ
ア
に
分
け
、
原
則

他
の
エ
リ
ア
は
田
中
駅
で
乗
り
継
ぎ
運

行
に
な
り
ま
す
。

 
*
こ
の
３
年
間
の
レ
ッ
ツ
号
の

　
 
利
用
状
況
を
報
告
し
ま
す
*

『
新
規
登
録
受
付
中
』

登
録
・
お
問
合
せ
は
お
電
話
で

　
　
　
　
　

お
気
軽
に
ど
う
ぞ
！

　

東
御
市
商
工
会
館
内

　

と
う
み
レ
ッ
ツ
号

　
　
　
　

受
付
セ
ン
タ
ー

　

（
平
日　

8：

　

〜　

：

　

）

００

１６

００

　

�　

－

6
6
3
6

６４
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『
東
部
中
バ
ザ
ー
』
に

   
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

８
月　

日
の
東
部
中
学
校
創
立

２３

　

周
年
記
念
事
業
「
東
部
中
バ
ザ

５０ー
」
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
大
勢

の
皆
様
に
ご
来
場
い
た
だ
き
、
盛

大
に
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

７
月
か
ら
バ
ザ
ー
用
品
を
提
供
い

た
だ
き
、
バ
ザ
ー
当
日
ま
で
実
行

委
員
会
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
準
備
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
当
日
は

熱
気
に
包
ま
れ
た
バ
ザ
ー
を
実
施

す
る
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
も
、
地

域
の
皆
様
方
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
の
皆

様
方
の
ご
理
解
や
ご
協
力
に
よ
る

も
の
と
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

バ
ザ
ー
の
収
益
は
、　

万
円
ほ

８２

ど
と
な
り
ま
し
た
こ
と
ご
報
告
い

た
し
ま
す
。
こ
の
収
益
金
は
、
来

年
行
わ
れ
る
記
念
式
典
等　

周
年

５０

の
節
目
の
活
動
や
東
部
中
学
校
教

育
の
活
性
化
の
た
め
に
役
立
て
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
東
部
中
バ
ザ
ー
が
、

地
域
と
ふ
れ
あ
い
、
地
域
の
方
々

に
東
部
中
学
校
を
見
て
い
た
だ
く

機
会
に
な
っ
た
と
と
も
に
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
や
生
徒
、
職
員
が
と
も
に
活
動

す
る
場
に
も
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
こ
の
活
動
自
体
が

素
晴
ら
し
い
教
育
の
場
と
な

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

提
供
品
の
回
収
や
前
日
の

準
備
、
そ
し
て
当
日
の
バ

ザ
ー
、
様
々
な
場
面
で
ご
協

力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に

重
ね
て
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　　
　

東
部
中
学
校
P
T
A
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　

若
林　

弘
樹

　
　

東
部
中
バ
ザ
ー
実
行
委
員
長

　
　
　
　
　
　
　
　

小
川　

聖
子

　
　

東
部
中
学
校
長

　
　
　
　
　
　
　
　

滝
澤　

宏
行

 
市
議
会
第
３
回
定
例
会

　
　
　

平
成　

年
度
歳
入
歳
出
決
算
認
定

２０

　

９
月
１
日
、
市
議
会
第
３
回
定

例
会
が
開
会
し
ま
し
た
。
今
定
例

会
に
は
、
平
成　

年
度
の
一
般
会

２０

計
及
び
特
別
会
計
、
企
業
会
計
そ

れ
ぞ
れ
の
歳
入
歳
出
決
算
認
定
の

ほ
か
、
平
成　

年
度
一
般
会
計
、

２１

特
別
・
企
業
会
計
そ
れ
ぞ
れ
の
補

正
予
算
案
６
件
、
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
案
３
件
、
工
事
委

託
変
更
請
負
契
約
に
つ
い
て
な
ど
、

そ
の
他
の
議
案
３
件
、
合
わ
せ
て

　

議
案
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
こ

２３れ
ら
の
他
に
請
願
4
件
、
陳
情
3

件
、
国
へ
の
意
見
書
提
出
を
求
め

る
議
員
要
請
1
件
が
各
常
任
委
員

会
へ
付
託
さ
れ
慎
重
審
議
さ
れ
ま

し
た
。

（
今
回
の
定
例
会
の
詳
細
に
つ
い

て
は　

月
発
行『
市
議
会
だ
よ
り
』

１１

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

　

私
が
市
政
を
お
預
か
り
し
て

１
年
４
ヶ
月
、
公
約
の
実
現
に

向
け
様
々
な
施
策
へ
の
取
り
組

み
が
軌
道
に
乗
り
、
見
通
し
が

見
え
て
き
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
市
役
所
を
中
心
と
す

る
舞
台
が
丘
一
帯
に
あ
る
公
共

施
設
の
整
備
に
つ
い
て
具
体
的

な
意
見
を
聞
く
た
め
、
6
月
か

ら
毎
月
定
例
的
に
市
民
と
語
る

会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
並
行

し
て
市
役
所
内
で
も
職
場
等
を

単
位
と
し
た
検
討
会
を
設
け
協

議
を
し
て
い
る
段
階
で
す
。
そ

れ
ら
を
集
約
す
る
形
で　

月
末

１１

に
は
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
（
基
本

構
想
）
の
策
定
に
向
け
取
り
組
み

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

次
に
、「
産
婦
人
科
」
の 
標 
ひ
ょ
う 

榜 
が

ぼ
う

6
月　

日
に
認
可
さ
れ
、
来
春
に

１９

市
民
病
院
院
内
助
産
所
の
設
置
を

目
指
し
、
関
係
各
方
面
と
の
連
携

を
図
り
な
が
ら
着
々
と
計
画
を
進

行
し
て
い
ま
す
。「
木
の
香
る
地

域
づ
く
り
補
助
金
」
を
活
用
し
、

木
造
で
、
エ
コ
に
配
慮
し
た
温
も

り
の
あ
る
施
設
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
す
で
に
妊
婦
健
診
を
開
始
し
、

助
産
師
外
来
も
近
日
中
に
開
始
で

き
る
体
制
づ
く
り
も
進
め
、
準
備

段
階
か
ら
勤
務
い
た
だ
く
助
産

師
に
関
し
て
も
多
数
の
応
募
を

い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
す
。
３

月
出
産
予
定
の
妊
婦
さ
ん
か
ら

の
問
い
合
わ
せ
も
多
数
あ
り
、

一
部
お
断
り
せ
ざ
る
を
得
な
い

状
況
で
推
移
し
て
い
ま
す
。
更

に
、
産
科
の
開
設
に
併
せ
小
児

科
の
充
実
の
た
め
医
師
確
保
に

も
努
め
、
引
き
続
き
健
全
な
運

営
が
出
来
る
よ
う
方
策
を
追
求

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

「
小
さ
く
と
も
キ
ラ
リ
と
光

る
東
御
市
」
づ
く
り
に
向
け
、

引
き
続
き
初
心
を
忘
れ
ず
に
市

政
に
携
わ
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
長
招
集
あ
い
さ
つ
（
抜
粋
）

▲

竹
内
春
彦
代
表
監
査
委
員
よ
り
監
査

　

報
告
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誕生日おめでとう！（ 10 月生まれ）

 篠  原 　　舜
しの はら

   くん （加沢）
しゅん

（１歳、H２０．１０．９生）

　舜ちゃん、１歳のお誕生日おめでと

う！いつもかわいい笑顔を見せてくれて

ありがとう。これからも大好きなお兄

ちゃんといっぱい遊んで、明るく元気に

育ってね！

 鈴  木 　 康 介   くん（田中）
すず き こう すけ

（２歳、H１９．１０．１０生）

　こうちゃん、２歳のお誕生日おめでと

う�こうちゃんの笑顔を見ることが、パ

パとママの幸せです。これからも、元気

で最高の笑顔を見せてね�

 瀬  戸  山 　 涼 香   ちゃん （赤岩）
せ と やま すず か

（１歳、H２０．１０．２生）

　いたずら大好きのすずちゃん�お誕生

日おめでとう♪かわいい笑顔でよく笑う

すずちゃんが大好きだよ�いつまでも笑

顔いっぱいのすずちゃんでいてね�

 渡  邉 　 胡 春   ちゃん （本下之城）
わた なべ こ はる

（１歳、H２０．１０．２６生）

　１歳のお誕生日おめでとう�そして、

たくさんの笑顔をありがとう�これから

もいっぱい笑って、ゆっくり大きくなっ

てね�

 若 
わか

 林 
ばやし

　 瑛 仁   くん （本海野）
えい と

（１歳、H２０．１０．１生）

　エイト、１歳のお誕生日おめでとう

♪！元気いっぱいで、やんちゃ盛りのエ

イト坊～や�これからも、ナナねえねと

仲良くね。

 木  次 　 八 琥   くん（乙女平）
き つぎ は く

 （２歳、H１９．１０．２２生）

　はく、お誕生日おめでとう�いつもお

兄ちゃんのまねをして、元気いっぱいだ

ね★これからも、みんなで楽しく過ごし

ていこうね�

 � 
やなぎ

 澤 　 彩 心   ちゃん（本海野）
さわ あ み

 （２歳、H１９．１０．２１生）

　彩心ちゃん、２歳のお誕生日おめでと

う�毎日いろんな事を覚えて、たくさん

おしゃべりもして、パパとママをいつも

笑わせてくれるね�これからも健康で元

気に育ってね。

 桜 
さくら

 井 　 幹 也   くん（曽根）
い みき や

 （２歳、H１９．１０．２４生）

　２歳！お誕生日おめでとう�とても手

がかかるけど、甘え上手でかわいいから

ママは許しちゃう�たまにはアンパンマ

ン以外のテレビも見せてネ�

 小 
こ

 林 
ばやし

　 実 夢   ちゃん （左）
み ゆ

　　　 祐 夢   くん（右）（御牧原南部）
ひろ む

 （２歳、H１９．１０．１１生）
　実夢、祐夢２歳おめでとう�お
しゃべりがとても上手になって、こ
れからの成長がますます楽しみです。
２人仲良く元気に大きくなっていっ
てね！

 吾  妻 　 銀 平   くん（県）
あが つま ぎん ぺい

 （２歳、H１９．１０．３０生）

　～最近のギンペー～　好きな食べ物；

お肉、好きな人；アンパンマン・兄ちゃ

ん・あんみ、好きな言葉；「あんみ�」　

ぎんちゃん、２歳になったらごはんは

ちゃんとおはしで食べてね�

 小  山 　 瑞 貴   ちゃん（牧ヶ原）
こ やま みず き

 （３歳、H１８．１０．４生）

　３歳のお誕生日おめでとう�いつも、

うたを歌って楽しませてくれる瑞貴�

少々おてんばだけど、これからも妹と仲

良く明るく元気に育ってね�

 堀  内 　 優 志   くん（海善寺北）
ほり うち ゆう し

 （３歳、H１８．１０．１３生）

　優、お誕生日おめでとう�ちょっとい

たずらで甘えん坊の優�お兄ちゃんと仲

良く元気に育ってね�
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☆募集します!!☆
（対象者１１月生まれの３歳まで）

　写真 （うらに氏名を記入）・住所・お住まいの区・氏名 （ふ
りがな）・生年月日・性別・TEL・コメント５０字程度を添えて

企画課広報担当までお送りください。記載漏れのあるものは

掲載いたしかねます。なお紙面の都合上適宜編集いたします

のでご了承ください。　締め切りは、１０月１５日 （木） 必着。

旬のさんまと新米で

さんまの炊き込みごはん
�材料（６人分）
米 ……………………………………３合

さんま ………………………………２尾

塩 ……………………………………少々

だし昆布  ………………………１０㎝角

　　塩  ………………………小さじ1/2

Ａ　うすくち醤油 ……………大さじ２

　　酒 …………………………大さじ１

しょうが  ……………………………20g

青ねぎ  ………………………………40g

�作り方
①米は30分前から洗って、ざるに上げ

ておく。

�

（レシピ提供：食生活改善推進協議会）

②さんまは腸を除き、塩をふって両

面こんがりと焼く。

③しょうがは千切りにする。

④炊飯器に米を入れ、さんまを乗せ

る。Ａの調味料を水で溶き、昆布

を乗せ通常の水加減で炊く。

⑤炊き上がったらさんまを取り出し

て、頭と骨を取り除き身だけ戻し

てさっくりと混ぜる。

⑥盛り付けたあとに青ねぎを刻み乗

せる。

 小 
こ

 林 　ひよりちゃん （金井）
ばやし

（３歳、H１８．１０．２２生）

　３歳おめでとう！わがまま「ひより」

おてんば「ひより」　これからも、姉兄４

人、仲良しでね＾ｖ＾　春から保育園た

のしみだね�

第4話　女性の課長？
男女共同参画プラン推進委員会  

｛
 
お
わ
び
と
訂
正

　

市
報
と
う
み
9
月
号
掲
載
の

内
容
に
一
部
誤
り
が
あ
り
ま
し

た
。

３
ペ
ー
ジ　

麻
袋
リ
レ
ー
結
果

○
レ
デ
ィ
ー
ス
の
部

【
正
】

１
位　

東
部
中
学
バ
レ
ー
部
A

２
位　

東
部
中
学
バ
ス
ケ
ッ
ト

　
　
　

ボ
ー
ル
部
A

　

お
わ
び
し
て
、
訂
正
い
た
し

ま
す
。

●
柔
道

　

男
子
団
体　

　
　

濱
田　

翔
さ
ん

　
　

齊
藤
雄
高
さ
ん

　
　

田
中
佑
希
さ
ん

　
　

渋
谷
亮
太
さ
ん

　
　

小
林
勇
輝
さ
ん

　
　

須
貝
健
太
さ
ん

　
　

鷹
野　

仁
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　

1
回
戦
敗
退

　

男
子
個
人　

㎏
級

５５

　
　

齊
藤
雄
高
さ
ん

　
　

濱
田　

翔
さ
ん

　
　
　
　

と
も
に
1
回
戦
敗
退

●
水
泳

　

２
０
０
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ

　
　

原
田
慎
太
郎
さ
ん　
　

位
１２

 
全
国
大
会 

●
陸
上

　

8
月　

日　

大
分
県
大
分
市

２２

　
　

男
子
３
０
０
０
ｍ

　
　
　

出
口　

武
志
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　

予
選
敗
退

●
柔
道

　

8
月　

日　

沖
縄
県
沖
縄
市

２５

　
　

男
子
個
人　

㎏
級

５５

　
　
　

齊
藤　

雄
高
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　

2
回
戦
敗
退

 
北
信
越
大
会 

　

8
月
5
日

　

新
潟
県
新
潟
市
（
陸
上
）

　

長
岡
市
（
柔
道
・
水
泳
）

●
陸
上

　

男
子
３
０
０
０
ｍ

　
　
　

出
口　

武
志
さ
ん　

2
位

 
第　

回
全
国
中
学
校
夏
季
大
会
・

３６

　
　
  　

第　

回
北
信
越
大
会
結
果

３０

�

�

�

�

��������������

��������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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ぶ
ど
う
さ
ん

　
　

大
き
く
な
っ
て
ね

　
　
　
　

滋
野
小
学
校
三
年

　
 
小 こ 
林 

ば
や
し 

由  
莉 
奈
   
　

ゆ 

り 

な

　

ぶ
ど
う
の
つ
ぶ
ぬ
き
を
し
ま
し
た
。

つ
ぶ
ぬ
き
と
は
、
ふ
さ
の
つ
ぶ
を
へ

ら
し
て
、
実
を
大
き
く
形
よ
く
す
る

こ
と
で
す
。
ぶ
ど
う
の
ふ
さ
を
手
で

持
た
な
い
と
き
れ
て
し
ま
う
し
、

ず
っ
と
上
を
向
い
て
い
る
の
で
首
が

つ
か
れ
て
大
へ
ん
で
し
た
。
で
も
、

こ
れ
が
お
い
し
い
ぶ
ど
う
に
な
る
ん

だ
な
あ
と
思
っ
て
が
ん
ば
り
ま
し
た
。

つ
ぶ
ぬ
き
は
、
と
て
も
う
ま
く
い
き

ま
し
た
。
家
で
も
ぶ
ど
う
の
お
手
つ

だ
い
を
し
た
い
で
す
。

  
ふ
さ
き
り

　
　
　
　

滋
野
小
学
校
三
年

　
 
武  
田 
か
ず
み　

た
け 

だ

　

今
日
、
三
年
生
全
い
ん
で
ぶ
ど
う

の
ふ
さ
切
り
に
い
き
ま
し
た
。
ぶ
ど

う
畑
の
ま
わ
り
に
は
、
ふ
さ
切
り
を

し
て
い
る
農
家
の
人
が
た
く
さ
ん
い

ま
し
た
。
の
う
き
ょ
う
の
川
上
さ
ん

　 
夢
色
と
い
う
テ
ー
マ
で

　
　

行
わ
れ
た
か
く
ま
祭

　
　
　
　

北
御
牧
中
学
校
三
年

　
　
 
�  
池 　
 
雅 
斗
   
　

よ
し 
い
け 

ま
さ 

と

　

９
月　

、　

日
は
生
徒
会
最
大
行

１１

１２

事
で
あ
る
「
か
く
ま
祭
」
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
今
年
は
、
か
く
ま
祭
テ
ー

マ
を
「
夢
色
〜
１
４
２
色
を
夢
の
画

に
〜
」
と
し
、
僕
た
ち
生
徒
会
正
副

委
員
長
会
を
中
心
に
準
備
を
進
め
て

き
ま
し
た
。
資
金
集
め
の
た
め
毎
年

行
っ
て
い
る
ア
ル
ミ
缶
の
回
収
で
は
、

歴
代
最
高
の
ア
ル
ミ
缶
が
集
ま
り
ま

し
た
。
そ
れ
も
含
め
、
当
日
ま
で
に

何
と
か
準
備
が
間
に
合
っ
て
よ
か
っ

た
で
す
。

　

か
く
ま
祭
一
日
目
は
、
正
副
の
劇

が
あ
る
開
祭
式
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

僕
た
ち
が
心
配
し
て
い
た
劇
は
ス

ム
ー
ズ
に
進
み
成
功
と
な
り
ま
し
た
。

選
択
教
科
の
発
表
で
は
各
教
科
の
調

べ
て
き
た
こ
と
が
し
っ
か
り
発
表
で

き
て
よ
か
っ
た
で
す
。
午
後
の
体
育

祭
で
は
、
去
年
ま
で
負
け
続
け
て
き

た
オ
ー
ル
一
組
で
し
た
が
、
今
年
は

接
戦
と
な
り
ま
し
た
が
最
後
は
勝
ち

ま
し
た
。
オ
ー
ル
一
組
が
勝
利
し
た

の
は
な
ん
と
八
年
ぶ
り
だ
そ
う
で
す
。

す
ご
い
快
挙
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

二
日
目
、
今
年
は
去
年
ま
で
の
合

唱
コ
ン
ク
ー
ル
が
�
か
く
ま
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
�
に
変

わ
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
ど
の
ク
ラ

ス
、
学
年
と
も
に
気
持
ち
の
こ
も
っ

た
合
唱
で
感
動
し
ま
し
た
。
ま
た
、

美
術
部
展
や
職
員
展
な
ど
は
、
テ
ー

と
小
林
さ
ん
に
教
え
て
も
ら
い
な
が

ら
や
り
ま
し
た
。
も
の
さ
し
で
3
・

5
セ
ン
チ
を
は
か
っ
て
切
る
の
が
大

へ
ん
で
し
た
。
で
も
と
て
も
楽
し

か
っ
た
で
す
。
九
月
の
し
ゅ
う
か
く

が
と
っ
て
も
ま
ち
ど
お
し
い
で
す
。

マ
の
と
お
り
一
人
ひ
と
り
の
個
性
が

光
っ
て
い
て
よ
か
っ
た
で
す
。
吹
奏

楽
部
の
発
表
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
楽
器

の
個
性
が
ひ
と
つ
に
な
っ
た
演
奏
で

す
ご
か
っ
た
で
す
。
そ
し
て
、
最
後

は
閉
祭
式
で
の
正
副
の
劇
で
全
て
が

終
了
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
か
く
ま
祭
は
、
自
分
た
ち

が
進
め
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
、
大

変
だ
っ
た
と
こ
ろ
や
苦
労
し
た
と
こ

ろ
な
ど
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
で

も
そ
の
分
、
全
校
が
一
丸
と
な
っ
て

楽
し
め
て
、
達
成
感
が
す
ご
く
あ
り

良
い
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。
ア
ル

ミ
缶
回
収
な
ど
で
か
く
ま
祭
を
支
え

て
く
だ
さ
っ
た
地
域
の
み
な
さ
ん
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

▲長さをはかって、慎重にふさきり

　

４
月
、
ま
だ
幼
い
感
じ
だ
っ
た

１
年
生
。
名
前
を
呼
ん
で
も
返
事

が
な
か
っ
た
り
、
使
っ
た
遊
具
の

片
づ
け
が
で
き
な
か
っ
た
り
、
遊

具
を
独
り
占
め
し
て
ケ
ン
カ
に
な

っ
た
り
…
。
そ
れ
か
ら
半
年
、
個

々
に
遊
ん
で
い
た
子
も
何
人
か
の

お
友
達
が
で
き
、
決
ま
り
を
守
っ

て
一
緒
に
遊
ぶ
よ
う
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。

　

先
日
、
泥
だ
ん
ご
を
作
っ
て
い

た
子
た
ち
の
ひ
と
り
が
「
そ
の
お

だ
ん
ご
、
ち
ょ
う
だ
い
」
と
言
い

ま
し
た
。
作
っ
た
子
は
、
い
つ
も

は
遊
具
を
気
前
よ
く
貸
し
て
あ
げ

る
の
で
す
が
、
こ
の
時
は
違
い
ま

し
た
。「
だ
め
だ
よ
。
昨
日
か
ら

少
し
ず
つ
作
っ
て
、
や
っ
と
こ
の

大
き
さ
に
な
っ
た
ん
だ
か
ら
。
何

回
も
崩
れ
て
や
り
直
し
た
ん
だ
」

と
。
他
人
が
見
れ
ば
た
だ
の
泥
だ

ん
ご
で
す
が
、
そ
の
子
に
と
っ
て

は
失
敗
し
て
も
諦
め
な
か
っ
た
気

持
が
作
っ
た
だ
ん
ご
な
の
で
す
。

ほ
か
に
も
、
一
輪
車
や
け
ん
玉
、

コ
マ
回
し
な
ど
も
同
じ
で
、
何
度

失
敗
し
て
も
毎
日
練
習
し
た
そ
の

事
実
〝
頑
張
り
〞
が
、
あ
る
日
、

「
で
き
た
」
に
変
わ
る
の
だ
と
思

い
ま
す
。
明
る
く
元
気
な
田
中
の

子
ど
も
た
ち
、
遊
び
も
学
習
も
真

剣
に
挑
戦
し
て
ほ
し
い
。
私
た
ち

は
そ
れ
を
応
援
し
な
が
ら
、
た
く

さ
ん
の
「
で
き
た
」
に
出
会
え
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

▲泥だんご作りをする１年生「みんな真剣」

▲大なわとび何回でも跳べそう「さすが３年生」
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とうみ

◆
新
着
本
案
内
◆

インターネットで図書館の本が検索できます。　http://www.echol.gr.jp

和
こ
ど
も
文
庫
に
よ
る

　

月
の
お
は
な
し
こ
ど
も
会

１０�
日
時　
　

月　

日 （
土
）

１０

１７

　
　
　
　

午
前　

時　

分
〜

１０

３０

�
場
所　

市
立
図
書
館
2
階
読
書
会
室

�
内
容

　

読
み
聞
か
せ　

〜
秋
の
お
は
な
し
〜

　

し
か
け
紙
芝
居　

「
て
ぶ
く
ろ
」

　

工
作　
　
　
　
　

「
木
の
実
の
ク
ラ
フ
ト
」

　

月
９
日 （
金
） は
、お
は
な
し
会
が
あ
り
ま
す

１０�
時
間　

午
前　

時　

分
〜

１０

３０

�
場
所　

こ
ど
も
フ
ロ
ア
ー

�
対
象　

就
園
前
の
お
子
さ
ん

◆
行

事

予

定
◆

 
図
書
館
発

    
オ
ス
ス
メ
の
一
冊

図
書
館
だ
よ
り

　

月
の
テ
ー
マ
ブ
ッ
ク

１０【
お
い
し
い
も
の
】

　
　

月
は
実
り
の
秋
、
食
欲
の
秋
で
す
。

１０
お
い
し
い
も
の
を
読
ん
で
、
お
な
か
を
い

っ
ぱ
い
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

�
サ
ン
ド
イ
ッ
チ　

サ
ン
ド
イ
ッ
チ

　
　

小
西
英
子：
さ
く

福
音
館
書
店

�
お
で
ん
さ
む
ら
い　

ち
く
わ
の
ま
き

内
田
麟
太
郎：

文

西
村
繁
男：

絵

福
音
館
書
店

�
終
わ
ら
な
い
ラ
ブ
レ
タ
ー桜

林　

美
佐：

著

　

P
H
P
研
究
所

　

後
世
に
伝
え
残
し
た
い
、「
日
本
人
と
し

て
生
き
た
」先
人
た
ち
の
記
憶
―
。「
日
赤
看

護
婦
た
ち
の
戦
争
」「
病
院
船
『
氷
川
丸
』

の
戦
後
」「
沖
縄
を
守
ろ
う
と
し
た
人
々
」

な
ど
、
先
の
戦
争

を
体
験
し
た
人
た

ち
の
物
語
を
オ
ー

ラ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー

と
し
て
ま
と
め
る
。

�
あ
い
た
い 

光
丘　

真
理：

作

武
田　

綾
子：

絵

文
研
出
版

　

亡
く
な
っ
た
従
妹
の
明
子
が
残
し
た
謎
の

伝
言
「
あ
い
た
い
」
の
意
味
を
さ
ぐ
る
た
め
、

美
砂
は
生
前
の
明
子
に
関
わ
っ
た
人
た
ち
に

話
を
聞
い
て
回
る
。
は
た
し
て「
あ
い
た
い
」

は
ど
ん
な
意
味
を

持
つ
の
か
？
「
生

き
る
こ
と
は
愛
す

る
こ
と
」
と
伝
え

る
感
動
の
物
語
。

　 
図
書
の
特
別
整
理
期
間
に
よ
り

 
長
期
休
館
に
な
り
ま
す

　

今
月
は
、
図
書
の
蔵
書
点
検
の
た
め
の

特
別
整
理
期
間
を
設
け
ま
す
。
期
間
は　
１０

月　

日（
水
）か
ら　

日（
日
）を
特
別
整
理

１４

１８

日
と
し
、
こ
の
前
後　

日
の
祝
日
か
ら　

１２

１９

日（
月
）の
通
常
休
館
日
を
含
め
8
日
間
が

休
館
と
な
り
ま
す
。
期
間
中
は
図
書
の
貸

出
し
や
予
約
が
で
き
ま
せ
ん
。
返
却
の
場

合
は
玄
関
前
の
�
返
却
ボ
ッ
ク
ス
�
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ま
に
は
、
長
い
休

館
日
と
な
り
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 
【
特
別
整
理
と
は
】

　

図
書
館
で
は
毎
年
蔵
書
点
検
を
行
っ
て

い
ま
す
。
お
店
で
言
う
と
「
た
な
卸
し
」

に
あ
た
り
ま
す
。
不
明
本
が
な
い
か
、
本

が
正
し
い
場
所
に
あ
る
か
な
ど
、
館
内
に

あ
る
図
書
を
一
冊
一
冊
点
検
し
、
正
し
い

状
態
に
す
る
た
め
一
定
期
間
休
館
し
て
作

業
を
行
う
こ
と
を
特
別
整
理
と
い
い
ま
す
。

10月の休館日
（赤丸の日が休館日です。）

土金木水火月日

321

109876�4

������11

2423222120��

31�292827�25

東
御
市
立
図
書
館　

�　

－

５
８
８
６

６４

特別整理期間特別整理期間� ���

� ���

◆
一
般
書

�
明
日
の
元
気
の
つ
く
り
方

…
…
…
黒
川　

伊
保
子
・
監

�
道
誉
と
正
成
…
…
…
安
部　

龍
太
郎
・
著

�
冷
凍
保
存
で
節
約
レ
シ
ピ

…
…
…
夏
梅　

美
智
子
・
著

�
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ヤ
ー
ン
の
シ
ョ
ー
ル
・

　
　
　
　

キ
ャ
ミ
・
チ
ェ
ニ
ッ
ク
・
ボ
レ
ロ

…
…
ア
ッ
プ
ル
ミ
ン
ツ
・
発

�
大
活
字
本　

天
地
人　

中

…
…
火
坂　

雅
志
・
著

◆
児
童
書

� 
デ
モ
ナ
ー
タ
9
幕　

暗
黒
の
よ
び
声

　

…
…
ダ
レ
ン
・
シ
ャ
ン
・
作

�
る
す
ば
ん
…
…
…
…
…
山
崎　

優
子
・
絵

�
な
ん
の　

ぎ
ょ
う
れ
つ
？

…
…
オ
ー
ム
ラ
ト
モ
コ
・
絵

�
カ
モ
シ
カ
と
し
ょ
か
ん

…
…
水
上　

悦
子
・
絵

�
き
ら
り　

な
が
れ
ぼ
し

…
…
た
な
か　

し
ん
す
け
・
絵
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８
月　

日
・　

日
に
第
6
回
東
御
市
市
民
ゴ
ル
フ
大
会
が
、
上
田
丸

２３

２４

子
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
リ
オ
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
で
行
わ
れ
、
３
２
６
名
が
参
加
し

ま
し
た
。
参
加
者
は
晴
天
の
下
、
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
競
い
合
い
ま

し
た
。
ま
た
、　

日
の
プ
レ
ー
終
了
後
に
は
中
央
公
民
館
に
お
い
て
表

２４

彰
式
が
行
わ
れ
、
お
互
い
の
健
闘
を
た
た
え
あ
っ
て
い
ま
し
た
。

総
合
【
新
ペ
リ
ア
方
式
】

　

カ
ッ
コ
内
は
、
グ
ロ
ス
／
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
／
ネ
ッ
ト
の
順

Ａ
ク
ラ
ス
（
グ
ロ
ス　

〜　

）
９０

　

優　

勝　

福
島　

武
司
さ
ん　

（　

／　

・
２
／　

・
８
）

８７

１９

６７

　

準
優
勝　

今
井
富
士
雄
さ
ん　

（　

／
９
・
６
／　

・
４
）

７８

６８

　

第
３
位　

中
村　

仁
士
さ
ん　

（　

／　

・
６
／　

・
４
）

９０

２１

６８

Ｂ
ク
ラ
ス
（
グ
ロ
ス　
　

〜
１
０
０
）

９１

　

優　

勝　

柴
田　

茂
美
さ
ん　

（　

／　

・
０
／　

・
０
）

９９

３０

６９

　

準
優
勝　

清
沢　

正
男
さ
ん　

（　

／　

・
６
／　

・
４
）

９１

２１

６９

　

第
３
位　

丸
山　

良
知
さ
ん　

（　

／　

・
０
／　

・
０
）

９４

２４

７０

Ｃ
ク
ラ
ス
（
グ
ロ
ス　

１
０
１
〜
）

　

優　

勝　

丸
山　

徳
彦
さ
ん　

（
１
０
７
／　

・
０
／　

・
０
）

３６

７１

　

準
優
勝　

山
浦　

良
江
さ
ん　

（
１
０
４
／　

・
４
／　

・
６
）

３２

７１

　

第
3
位　

山
岸　

照
男
さ
ん　

（
１
０
３
／　

・
２
／　

・
８
）

３１

７１

シ
ニ
ア
の
部

　

優　

勝　

中
村　

仁
士
さ
ん　

（　

／　

・
６
／　

・
４
）

９０

２１

６８

レ
デ
ィ
ー
ス
の
部

　

優　

勝　

金
根　

道
子
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　

（　

／
８
・
４
／　

・
６
）

７７

６８

ベ
ス
ト
グ
ロ
ス
賞

　

１　

位　

小
林　
　

光
さ
ん　
　

＝　

・　

７０

３３

３７

　

２　

位　

尾
美　

高
男
さ
ん　
　

＝　

・　

７１

３５

３６

　

３　

位　

武
舎　

直
人
さ
ん　
　

＝　

・　

７１

３４

３７

　

４　

位　

佐
藤
富
士
夫
さ
ん　
　

＝　

・　

７４

３７

３７

　

５　

位　

清
水　
　

学
さ
ん　
　

＝　

・　

７４

４０

３４

今
月
か
ら
住
民
税

の
年
金
か
ら
の
引

き
落
と
し
「
特
別

徴
収
制
度
」
が
始

ま
り
ま
す

　

公
的
年
金
受
給
者
の
納
税
の

利
便
性
を
向
上
す
る
た
め
、
平

成　

年　

月
支
給
の
年
金
か
ら

２１

１０

個
人
住
民
税
の
引
き
落
と
し

「
特
別
徴
収
」
が
始
ま
り
ま
す
。

　

特
別
徴
収
さ
れ
る
住
民
税
額

に
つ
い
て
は
、
す
で
に
送
付
し

て
あ
り
ま
す
納
税
通
知
書
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

　　

●
問
い
合
わ
せ
先

　
　

税
務
課
住
民
税
係

　
　

�　

－

５
８
７
７

６４

　

8
月　

日
、
松
本
市
総
合
体
育

２３

館
で
開
催
さ
れ
た
『
第
６
回
全
国

小
学
生
学
年
別
柔
道
大
会
』
に
出

場
し
た
東
部
柔
道
教
室
の
３
名
が
、

各
県
を
代
表
す
る
強
豪
選
手
を
相

手
に
全
員
が
ベ
ス
ト　

入
り
を
す

１６

る
好
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

　

今
大
会
に
は
、
6
年
生
男
子　
５０

㎏ 
級
へ
小
林
耀
平
さ
ん（
祢
津
小
・

２
年
連
続
出
場
）
と
羽
柴
敦
樹
さ

ん
（
滋
野
小
）、
6
年
生
女
子　

㎏
４５

級
へ
上
原
万
智
子
さ
ん（
田
中
小
）

が
参
加
し
ま
し
た
。
強
豪
ひ
し
め

く
予
選
リ
ー
グ
を
３
名
と
も
２
連

勝
し
、
決
勝
リ
ー
グ
へ
進
出
。
決

勝
リ
ー
グ
で
も
攻

め
の
気
持
ち
で
最

後
ま
で
大
き
な
声

を
出
し
て
健
闘
す

る
も
惜
し
く
も
敗

退
と
な
り
ま
し
た
。

2
年
連
続
出
場
の

小
林
さ
ん
は
昨
年

の
予
選
リ
ー
グ
敗

退
の
雪
辱
を
晴
ら

す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
ま
た
、
全

国
大
会
へ
３
名
も

出
場
す
る
こ
と
が

で
き
、
強
豪
ぞ
ろ
い
の
厳
し
い
状

況
で
３
名
が
ベ
ス
ト　

入
り
し
た

１６

こ
と
、
５
月
の
大
会
に
続
き
ベ
ス

ト　

入
り
し
た
選
手
た
ち
を
監
督

１６
の
上
原
隆
幸
さ
ん
は
褒
め
た
た
え

て
い
ま
し
た
。

　

東
部
柔
道
教
室
は
、　

月
に
東

１０

京
都
の
講
道
館
で
行
わ
れ
る
第　
１８

回
日
整
全
国
少
年
柔
道
大
会
へ
も

出
場
を
決
め
て
お
り
、
３
名
の
活

躍
に
よ
り
教
室
生
た
ち
の
稽
古
は

ま
す
ま
す
盛
り
上
が
り
、
６
年
生

に
と
っ
て
最
後
の
公
式
戦
と
な
る

こ
の
大
会
で
更
な
る
好
成
績
を
狙

っ
て
い
ま
す
。

▲保護者の方の手作り応援旗を持ち記念撮影
　左から上原さん、小林さん、羽柴さん　　
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とうみ

　

〝
ド
ラ
ム
缶
2
7
5
万
本
！
〞
皆
さ
ん

は
、
こ
の
数
が
何
の
量
か
分
か
り
ま
す
か

―
―
こ
れ
は
、
1
年
間
に
国
内
で
使
用
さ

れ
る
レ
ジ
袋
の
使
用
料
を
原
料
で
あ
る
原

油
に
換
算
し
た
数
値
で
す
。（
レ
ジ
袋
1

枚
に
原
油　

・
3
㍉
㍑
使
用
、
ド
ラ
ム
缶

１８

1
本
当
た
り
2
0
0
㍑
と
し
た
場
合
）
私

た
ち
1
人
あ
た
り
が
使
用
す
る
レ
ジ
袋
の

枚
数
は
年
間
約
3
0
0
枚
と
い
わ
れ
、
東

御
市
の
人
口
3
2
0
0
0
人
と
す
る
と
、

単
に
計
算
で
年
間
9
6
0
万
枚
も
の
レ
ジ

袋
が
市
内
で
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
持
ち
帰
っ
た
レ
ジ
袋
は
、
再
利

用
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、
大
半
は

ご
み
と
し
て
捨
て
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
こ
の
よ
う
な
使
い
捨
て
に
よ

る
資
源
の
無
駄
づ
か
い
を
な
く
す
た
め
、

省
資
源
化
と
ご
み
減
量
化
の
た
め
に
『
レ

ジ
袋
削
減
運
動
』
に
取
り
組
み
ま
す
。
9

月　

日
、
千
曲
川
流
域
の
住
民
の
皆
さ
ん

２８
や
ス
ー
パ
ー
な
ど
の
事
業
者
、
市
町
村
の

三
者
で
レ
ジ
袋
削
減
の
た
め
の
協
議
会
が

設
立
さ
れ
、
地
球
環
境
に
配
慮
し
た
こ
の

運
動
を
よ
り
一
層
推
進
し
て
い
く
こ
と
と

し
ま
し
た
。

　

レ
ジ
袋
削
減
運
動
は
「
い
つ
で
も
・
ど

こ
で
も
・
だ
れ
で
も
」
が
参
加
で
き
る
運

動
で
す
。

　

お
買
い
物
を
す
る
際
は
・
・
・

①
あ
ら
か
じ
め
マ
イ
バ
ッ
グ
や
マ
イ
バ
ス

ケ
ッ
ト
を
持
っ
て
出
か
け
る
。

②
少
量
な
ら
手
持
ち
の
セ
カ
ン
ド
バ
ッ
グ

や
デ
イ
バ
ッ
グ
に
入
れ
る
。

③
缶
ジ
ュ
ー
ス
1
本
、
ガ
ム
1
個
程
度
な

ら
、
シ
ー
ル
を
張
っ
て
も
ら
う
な
ど
し

て
そ
の
ま
ま
受
け
取
る
。

な
ど
、
誰
も
が
買
い
物
を
し
た
と
き
に
レ

ジ
で
「
レ
ジ
袋
は
い
り
ま
せ
ん
」
と
い
う

だ
け
で
レ
ジ
袋
削
減
運
動
に
参
加
で
き
る

の
で
す
。

　
　

月
は
、
環
境
に
や
さ
し
い
買
い
物

１０
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
っ
て
い
ま
す
。
資
源

の
有
効
利
用
に
配
慮
し
た
商
品
の
選
択
や
、

過
剰
包
装
を
避
け
る
な
ど
、
日
ご
ろ
か
ら

環
境
へ
の
負
荷
を
減
ら
す
行
動
を
実
践
し

ま
し
ょ
う
。
一
人
ひ
と
り
が
自
ら
の
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
を
見
直
し
、
未
来
の
子
ど
も

た
ち
へ
豊
か
で
健
全
な
地
球
環
境
を
残
し

て
い
く
『
は
じ
め
の
一
歩
を
』
踏
み
出
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
課
生
活
環
境
係　

�　

－

５
８
９
６

６４

 
マ
イ
バ
ッ
グ
を
持
っ
て
、レ
ジ
袋
の
使
用
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う

  
振
り
込
め
詐
欺
に

　
　
　
　
　

ご
用
心
！

　

振
り
込
め
詐
欺
は
、
平
成　

年
１
月
か

２１

ら
８
月
末
現
在
、
長
野
県
内
で
は　

件
・

８６

約
８
、
０
０
０
万
円
、
上
田
警
察
署
管
内

で
は
６
件
・
約
４
７
０
万
円
の
被
害
状
況

と
な
っ
て
い
ま
す
。
東
御
市
内
で
は
被
害

こ
そ
出
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
テ
レ
ビ
な
ど

の
メ
デ
ィ
ア
で
も
盛
ん
に
取
り
上
げ
ら
れ

注
意
を
促
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

全
国
的
に
後
を
絶
た
な
い
ゆ
ゆ
し
き
状
況

で
す
。

　

い
つ
皆
さ
ん
が
被
害
に
遭
わ
な
い
と
も

限
り
ま
せ
ん
の
で
、
最
善
の
注
意
が
必
要

で
す
。

　 
◆
振
り
込
め
詐
欺
の
種
類

①
オ
レ
オ
レ
詐
欺

　

子
ど
も
や
孫
を 
騙 
っ
て
、「
会
社
の
お

か
た

金
を
使
い
こ
ん
で
し
ま
っ
た
」
と
か
「
借

金
の
保
証
人
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
」
な
ど

と
言
っ
て
、
お
金
を 
騙 
し
取
る
詐
欺
で
す
。

だ
ま

②
架
空
請
求
詐
欺

　

身
に
覚
え
の
な
い
「
有
料
サ
イ
ト
」
や

「
裁
判
通
知
」、「
名
簿
削
除
料
」
な
ど
の

未
納
料
金
や
手
数
料
な
ど
を
請
求
し
て
、

お
金
を
騙
し
取
る
詐
欺
で
す
。

③
融
資
保
証
金
詐
欺

　

「
低
金
利
」
や
「
即
日
融
資
」、「
高
額
融

資
」
な
ど
好
条
件
を
う
た
い
文
句
に
し
て
、

連
絡
し
た
人
に
対
し
て
「
保
証
料
」
を
口

実
に
、
お
金
を
騙
し
取
る
詐
欺
で
す
。

④
還
付
金
等
詐
欺

　

「
税
金
の
還
付
」
や
「
医
療
費
の
還
付
」、

「
電
気
料
や
電
話
料
金
な
ど
公
共
料
金
の

還
付
」
な
ど
を
口
実
に
、
お
金
を
騙
し
取

る
詐
欺
で
す
。

　 
◆
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
の
対
策

①
身
に
覚
え
の
な
い
メ
ー
ル
や
電
話
は
無

視
を
す
る
。

②
金
融
機
関
な
ど
の
暗
証
番
号
を
絶
対
に

教
え
な
い
。

③
通
帳
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
絶
対
に

他
人
に
渡
さ
な
い
。

④
身
近
な
人
や
知
人
に
相
談
し
、
警
察
へ

通
報
す
る
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
を
普
段
か
ら
気
に
留
め
、

ご
家
族
や
ご
近
所
、
職
場
の
方
な
ど
に
お

話
し
し
て
、
お
互
い
被
害
に
遭
わ
な
い
よ

う
に
気
を
つ
け
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

　

万
が
一
、
被
害
に
遭
わ
れ
た
場
合
は
、

速
や
か
に
交
番
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

●
東
御
市
警
部
交
番

　
　

�　

－

０
１
０
４

６２

　

●
市
民
課
生
活
環
境
係

　
　

�　

－

５
８
９
６

６４
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失
わ
れ
た　

年
と
か
、
１
０
０
年
に
一

１０

度
の
不
景
気
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
現
在
の

世
界
同
時
不
況
は
深
刻
で
あ
る
。
そ
の
影

響
は
リ
ス
ト
ラ
さ
れ
た
中
高
年
層
や
若
者

に
大
き
く
の
し
か
か
っ
て
い
る
。
特
に
非

正
規
社
員
の
採
用
が
大
幅
に
緩
和
さ
れ
た

時
に
、
就
職
期
を
向
か
え
た
若
年
層
へ
の

影
響
は
大
き
い
。
非
正
規
社
員
は
厚
生
年

金
の
積
立
が
な
く
採
用
期
間
が
短
い
た
め
、

将
来
的
に
も
非
常
に
不
安
定
な
立
場
に
あ

る
。
ま
た
そ
の
数
が
膨
大
で
あ
る
こ
と
は

大
き
な
社
会
問
題
で
あ
る
。

　

同
和
問
題
に
お
い
て
、
被
差
別
部
落
の

人
々
が
仕
事
を
得
る
こ
と
が
出
来
な
い
厳

し
い
時
代
が
、
明
治
維
新
か
ら
戦
後
部
落

解
放
運
動
が
本
格
化
す
る
ま
で
続
い
た
。

江
戸
時
代
に
は
身
分
差
別
で
厳
し
い
差
別

を
受
け
な
が
ら
も
、
生
活
を
立
て
る
た
め

の
仕
事
と
し
て
町
や
村
の
警
護
、
皮
革
職

人
の
特
権
と
し
て
の
死
ん
だ
牛
馬
の
処
理

が
行
え
た
。
し
か
し
、
明
治
維
新
後
は
警

察
の
仕
事
は
江
戸
時
代
の
下
級
武
士
が
行

い
、
皮
革
産
業
で
は
死
ん
だ
牛
馬
を
処
理

す
る
特
権
は
無
く
な
り
、
大
企
業
の
進
出

で
仕
事
の
場
を
奪
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

明
治
に
な
り
仕
事
を
失
っ
た
こ
と
は
、
生

活
を
非
常
に
苦
し
く
し
、
以
後
差
別
を

解
消
で
き
な
い
大
き
な
要
因
に
な
っ
た
。

生
活
の
た
め
に
仕
事
が
あ
れ
ば
何
で
も
や

り
、
草
履
作
り
や
竹
細
工
な
ど
、
色
々
な

仕
事
を
し
て
き
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら

ず
部
落
解
放
運
動
が
本
格
的
に
な
る
ま
で

は
、
身
元
調
査
な
ど
に
よ
る
就
職
差
別
が

あ
り
、
な
か
な
か
安
定
し
た
職
業
に
就
け

な
か
っ
た
。
就
職
差
別
が
行
わ
れ
た
事
実

と
し
て
、
全
国
の
被
差
別
部
落
の
地
名
を

ま
と
め
た
「
部
落
地
名
総
監
」
と
い
う
本

が
出
回
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
大
企
業
が

こ
の
よ
う
な
本
を
使
い
就
職
差
別
を
し
て

い
た
こ
と
が
わ
か
り
大
問
題
に
な
っ
た
。

そ
の
後
、
就
職
の
際
に
使
わ
れ
る
応
募
用

紙
に
は
本
籍
や
家
族
に
関
す
る
記
述
は
不

要
な
統
一
応
募
用
紙
が
使
わ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。
こ
れ
は
部
落
解
放
運
動
の
大
き

な
成
果
で
あ
る
。

　

本
人
の
能
力
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

あ
る
地
域
に
生
ま
れ
た
と
い
う
だ
け
で
生

活
の
基
盤
で
あ
る
就
職
で
差
別
さ
れ
た
と

い
う
こ
と
が
い
か
に
重
大
な
人
権
侵
害
で

あ
る
か
よ
く
わ
か
る
。
日
本
全
体
が
経
済

不
況
、
失
業
に
あ
え
い
で
い
る
現
在
、
人

権
侵
害
に
繋
が
る
不
当
な
就
職
差
別
が
行

わ
れ
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

『
悪
質
商
法
か
ら
お
財
布
を
守
ろ
う
』

   
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
生
涯
教
育
講
座

　
 　

の
二
次
被
害
に
遭
う
ト
ラ
ブ
ル

　

過
去
の
情
報
を
も
と
に
、
職
場
に
も
っ

と
も
ら
し
い
理
由
を
言
っ
て
し
つ
こ
い
電

話
勧
誘
を
し
、
職
場
と
い
う
断
れ
な
い
環

境
の
中
で
強
引
に
契
約
さ
せ
よ
う
と
す
る

非
常
に
悪
質
な
手
口
で
す
。
過
去
に
「
生

涯
学
習
」
に
関
連
し
た
講
座
を
契
約
し
た

こ
と
の
あ
る
、　

・　

代
の
男
性
が
タ
ー

３０

４０

ゲ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。
職
場
に
し
つ

こ
く
何
回
も
電
話
を
か
け
て
く
る
た
め
、

強
引
な
勧
誘
か
ら
逃
れ
た
い
と
い
う
思
い

か
ら
、
新
た
な
高
額
な
契
約
を
さ
せ
よ
う

と
い
う
悪
質
な
二
次
被
害
の
手
法
で
す
。

こ
の
よ
う
な
手
口
は
、
特
定
商
取
引
法
の

電
話
勧
誘
販
売
に
あ
た
り
ま
す
。
法
律
の

中
で
、
再
勧
誘
や
嘘
を
言
う
こ
と
、
追
詰

め
て
困
ら
せ
る
こ
と
な
ど
は
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。

【
事
例
】

　

以
前
に
行
政
書
士
の
教
材
を
契
約
し
支

払
い
は
終
了
し
て
い
る
が
、
突
然
職
場
に

電
話
が
あ
り
、「
以
前
契
約
し
た
も
の
は

生
涯
教
育
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
新
た
な

手
続
き
を
し
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
困
る
。

こ
れ
で
終
了
と
な
る
。」
と
勧
誘
さ
れ
た
。

そ
し
て
「
今
、
手
続
き
し
て
お
け
ば
自
動

的
に
他
の
業
者
か
ら
の
勧
誘
が
な
く
な

る
」
と
言
わ
れ
た
た
め
、
書
類
を
送
っ
て

ほ
し
い
と
伝
え
た
。
2
日
前
に
書
類
が
届

い
た
が
5
4
0
、
0
0
0
円
と
高
額
な
行

政
書
士
の
教
材
の
購
入
契
約
書
で
署
名
す

る
だ
け
に
な
っ
て
い
た
。
契
約
書
が
届
い

た
が
、
や
め
る
こ
と
は
で
き
る
か
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

①
電
話
勧
誘
な
ど
で
契
約
の
意
思
が
な
い

場
合
に
は
、
相
手
が
販
売
目
的
で
あ
る

こ
と
を
確
認
し
、
は
っ
き
り

�

�

�

�

「
お
断
り

し
ま
す
」
と
伝
え
ま
し
ょ
う
。

②
電
話
勧
誘
で
契
約
の
申
し
込
み
を
し
て

い
な
け
れ
ば
「
申
し
込
み
の
意
思
は
全

く
あ
り
ま
せ
ん
。
今
後
の
勧
誘
電
話
は

お
断
り
し
ま
す
」
と
書
面
で
通
知
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

③
電
話
勧
誘
で
「
申
し
込
み
を
し
た
」
と

誤
解
さ
れ
る
よ
う
な
あ
い
ま
い
な
返
事

を
し
、
申
込
書
が
届
い
て
し
ま
っ
た
場

合
は
、
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
の
通
知
を
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

④
ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ
た
と
き
は
、
早
め
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

（
県
企
画
部
消
費
生
活
室
よ
り
）

　

万
が
一
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
た
り
、

お
困
り
に
な
っ
た
場
合
は
、
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
へ
早
め
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

●
問
い
合
わ
せ
先　
 

　
　

上
田
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　

�　

－

8
5
1
7

２７

　
　

市
民
課
生
活
環
境
係

　
　

�　

－

5
8
9
6

６４



　

ま
た
、
最
近
の
海
外
か
ら
の
研
究
報
告

（
D
e
s
h
p
a
n
d
e
ら
2
0
0
9
）

で
も
、
早
歩
き
の
ス
ピ
ー
ド
が
遅
い
ほ
ど
、

そ
の
後
の
認
知
機
能
（
い
わ
ゆ
る
ボ
ケ
る

こ
と
と
関
係
す
る
能
力
）
の
落
ち
方
が
大

き
い
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
ま
し
た
。
早

歩
き
の
ス
ピ
ー
ド
は
、「
足
腰
し
ゃ
ん

し
ゃ
ん
教
室
」
で
も
測
定
す
る
項
目
の
一

つ
で
す
。

　

今
年
も
多
く
の
区
で
、
秋
か
ら
冬
に
か

け
て
「
足
腰
し
ゃ
ん
し
ゃ
ん
教
室
」
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
ま
た
回
覧
や
オ
フ
ト
ー
ク
、

有
線
放
送
で
案
内
が
あ
り
ま
す
の
で
、
自

分
自
身
の
健
康
管
理
や
老
化
予
防
の
第
一

歩
と
し
て
ぜ
ひ
と
も
ご
参
加
く
だ
さ
い
！

29 （２００９年１０月）

とうみ

　

「
老
化
は
脚
か
ら
」は
誰
も
が
知
っ
て
い

る
言
葉
で
す
が
、
実
際
に
自
分
の
脚
力
を

数
字
で
知
る
機
会
は
な
か
な
か
な
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
今
現
在
の
自
分
自

身
の
脚
力
を
数
字
で
客
観
的
に
把
握
し
、

自
分
で
実
践
で
き
る
健
康
維
持
の
方
法
を

見
つ
け
る
こ
と
が
老
化
予
防
の
第
一
歩
と

い
う
こ
と
で
、
市
で
は
毎
年
、
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
と
研
究
所
が
協
力
し
、
区

ご
と
に
参
加
を
呼
び
か
け
「
足
腰
し
ゃ
ん

し
ゃ
ん
教
室
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
が
調
査
し
た
と
こ
ろ
で
は
、

「
足
腰
し
ゃ
ん
し
ゃ
ん
教
室
」
に
参
加
し

た
自
立
生
活
を
送
る
高
齢
者
の
う
ち
、
脚

力
が
年
齢
相
応
の
方
で
も
７
年
後
に
は
大

体　

％
ぐ
ら
い
の
方
は
介
護
が
必
要
な
状

３０
態
に
移
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
対
し

て
、
年
齢
相
応
よ
り
も
高
い
脚
力
だ
っ
た

方
は
そ
の
半
分
の　

％
ぐ
ら
い
の
方
が
、

１５

一
方
で
年
齢
相
応
よ
り
も
低
い
脚
力
だ
っ

た
方
は
そ
の
2
倍
の
、
な
ん
と　

％
も
の

６０

方
が
介
護
状
態
に
移
行
し
て
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
し
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
今
現
在
の
脚

力
を
い
ち
早
く
把
握
し
、
可
能
な
限
り
健

や
か
に
暮
ら
し
続
け
る
た
め
の
手
立
て
を

知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え

て
い
る
の
で
す
。

 
ぜ
ひ
ご
参
加
を
！

「
足
腰
し
ゃ
ん
し
ゃ
ん
教
室
」

⑲

こ
 
こ
ん
に
ち
は

ん
に
ち
は

健
康
運
動
指
導
士
で
す

　
 
健
康
運
動
指
導
士
で
す

 　

生
活
活
動
ア
ッ
プ
で
カ
ロ
リ
ー
消
費

 小 
こ

 林 
ばやし

　 誠  司 
せい じ

健康運動指導士

　
　
　

〜
日
常
生
活
を
キ
ビ
キ
ビ
と
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
〜

東
京
都
民
よ
り
長
野
県
民
は
歩
か
な
い
�

　

東
京
都
と
長
野
県
を
比
較
す
る
と
、
東

京
都
男
性
8
0
0
0
歩
近
く
に
対
し
て
、

長
野
県
男
性
は
約
7
0
0
0
歩
と
一
般
的

に
歩
行
数
が
少
な
い
結
果
が
出
て
い
ま
す
。

長
野
県
は
車
社
会
で
あ
り
、
自
然
に
歩
く

機
会
が
少
な
く
な
る
の
に
対
し
、
東
京
で

は
電
車
を
降
り
て
は
広
い
駅
の
構
内
を
歩

く
と
い
っ
た
生
活
習
慣
の
違
い
に
よ
り
こ

の
よ
う
な
結
果
が
で
て
き
て
い
ま
す
。

運
動
を
し
な
い
「
時
間
が
な
い
か
ら
…
」

　

日
ご
ろ
の
運
動
不
足
を
感
じ
て
い
る
人

は
約
7
割
い
る
の
に
対
し
、
4
人
に
1
人

は
最
近
1
年
間
に
運
動
を
ま
っ
た
く
し
て

な
い
と
い
う
報
告
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
理

由
の
大
半
は
、
仕
事
・
家
事
な
ど
が
忙
し

く
て
時
間
が
作
れ
な
い
と
い
う
も
の
で
す
。

身
体
活
動
を
増
や
す
に
は
�
生
活
活
動
�

を
増
や
す
�

　

身
体
活
動
は
テ
ニ
ス
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

と
い
っ
た
体
力
の
維
持
・
向
上
の
た
め
に

行
う
「
運
動
」
と
通
勤
や
家
事
、
仕
事
な

ど
の「
生
活
活
動
」に
大
別
で
き
ま
す
。
も

し
、「
運
動
」
を
す
る
時
間
が
な
い
の
で
あ

れ
ば
「
生
活
活
動
」
を
増
や
し
身
体
活
動

量
を
上
げ
ま
し
ょ
う
。
時
間
が
な
く
、
歩

く
習
慣
の
な
い
人
に
、
こ
れ
か
ら
運
動
す

る
時
間
を
作
る
と
い
う
こ
と
は
難
し
い
こ

と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
通
常
過

ご
し
て
い
る
生
活
を
少
し
工
夫
し
て
み
る

こ
と
で
身
体
活
動
量
は
上
が
る
の
で
す
。

家
事
や
育
児
は
生
活
活
動
の
宝
庫
で
あ
り
、

通
勤
も
同
様
で
す
。
掃
除
す
る
時
間
や
通

勤
時
間
を
特
別
増
や
す
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
が
�
キ
ビ
キ
ビ
�
と
�
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
�

に
行
う
こ
と
が
大
切
で
す
。
素
早
く
仕
事

を
行
え
ば
、
身
体
活
動
量
は
上
が
り
貴
重

な
時
間
が
生
ま
れ
、
一
石
二
鳥
で
も
あ
り

ま
す
。

　

運
動
を
定
期
的
に
行
え
な
い
の
で
あ
れ

ば
身
近
な
生
活
活
動
を
上
手
に
利
用
し
て
、

ア
ク
テ
ィ
ブ
な
生
活
の
習
慣
化
を
は
か
り

ま
し
ょ
う
。
こ
ま
め
に
動
く
人
は
、
そ
の

分
カ
ロ
リ
ー
を
消
費
し
太
り
に
く
い
と
い

え
ま
す
。

【足腰しゃんしゃん教室の４つの項目（健脚度�）】

10m全力歩行 40・20㎝踏台昇降

最大一歩幅 つぎ足歩行
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〈広告欄〉　

 １０月の納税 （納期限１１月２日）

�市県民税（普通徴収）（３期）

�国民健康保険税（普通徴収）（５期）

�後期高齢者医療保険料（普通徴収）（４期）

�介護保険料（普通徴収）（４期）

こちら119（東御消防署）

前年比合　計望月警察署管内上田警察署管内

＋４（－37）１７（93）３（７）14（86）件数

＋３（－51）１８（115）０（７）１8（108）傷者

±０（－１）０（１）０（１）０（０）死者

市内交通事故統計　８月分　　　　　　

８月３１日現在（※カッコ内は１月からの累計）

※カッコは１月からの累計

＝東御市内の８月の出動件数＝

火災　１件（１７件）　救急88件（649件）

とうみの気象記録（東御消防署調べ）

平成20年８月平成2１年８月

36.2℃（３日） 34.1℃（12日） 最高気温

16.3℃（22日） 15.6℃（25日） 最低気温

24.3℃　　　　23.9℃　　　　平均気温

78.8％　　　　68.1％　　　　平均湿度

71.5㎜　　　　72.0㎜　　　　降 水 量

住宅用火災警報器を設置しましょう�
●詳しくは東御消防署まで　�62－0119

「家屋の固定資産税が大幅に
　あがりましたがなぜですか？」
　　　住宅を新築して４年目になりますが、今年から

　　家屋の固定資産税が大幅に上がりましたがなぜで

すか？

　　　一定の要件を満たし新築された住宅については、

　　新築された翌年から３年間に限り床面積の120㎡

までの部分について税額が２分の１に減額される制度

があります。４年目からはこの減額制度が適用されな

くなります。このため、住宅新築後４年目からは家屋

の固定資産税が増えることとなります。

家が年々古くなっていくのに
 税金の額は下がらないのですか？
　　　家を新築してから１０年が経った。家は古くなっ

　　ているのに、思いのほか税金が安くならないのは

どうしてですか？

　　　家（家屋）の評価額は、再建築価格※１に建築

　　後の経過年数に応じた経年減点補正率等※２を乗

じて求められます。再建築価格は、3年に1度の評価替

えにおいて以前の評価替えの際の建築資材価格等と比

較し、その価格が上昇した様な場合はその年の再建築

価格が増加することとなり、経年減点補正がされたと

しても税金が思ったほど安くならないという現象が起

きています。なお、家屋がどんなに古くなっても20％

の評価は残ることとなっています。

※１　今の家と同一のものを評価替え時点の価格で新

築するものとした場合の価格です。

※２　建築後の年数の経過によって通常生ずる減価等

を補正する割合です。

●問い合わせ先　税務課資産税係　�６２－１１１１ （内線１１7１）

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ
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国
民
年
金
ア
ド
バ
イ
ス
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クリーンリサイクル係  �63－6814

 
基
礎
年
金
へ
の
国
庫
負
担
が

　
　
　
　
　

１
／
２
に
な
り
ま
し
た

　

年
金
の
給
付
に
要
す
る
費
用
は
、
現
役
世
代
（
＝
公

的
年
金
加
入
者
）
の
支
払
う
保
険
料
と
国
庫
負
担
（
＝

税
金
）
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
国
庫
負
担
が
使
わ
れ

て
い
る
の
は
、
現
役
世
代
の
保
険
料
負
担
を
軽
減
し
つ

つ
、
年
金
の
給
付
水
準
を
維
持
す
る
た
め
で
す
。

　

基
礎
年
金
（
＝
国
民
年
金
）
に
対
す
る
国
庫
負
担
の

割
合
は
今
ま
で
3
分
の
1
で
し
た
が
、
法
律
改
正
に
よ

り
平
成　

年
4
月
1
日
以
降
の
期
間
か
ら
2
分
の
1
に

２１

な
り
ま
し
た
。

免
除
期
間
に
係
る
保
障
が
充
実
さ
れ
ま
す

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
を
全
額
ま
た
は
一
部
免
除

さ
れ
た
期
間
も
、
国
庫
負
担
の
分
は
年
金
を
受
け
取
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
国
庫
負
担
が
引
き
上
げ
ら
れ
た
こ

と
に
伴
い
、
平
成　

年
4
月
以
降
の
免
除
期
間
に
つ
い

２１

て
、
年
金
額
に
計
算
さ
れ
る
割
合
も
引
き
上
げ
ら
れ
ま

し
た
。

　

国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方
が
受
け
取
れ
る

老
齢
基
礎
年
金
額
を
1
と
し
た
場
合
、
た
と
え
ば
保
険

料
が
全
額
免
除
さ
れ
て
い
た
方
は
、
平
成　

年
3
月
以

２１

前
の
免
除
期
間
は
納
付
し
た
方
に
対
し
て
3
分
の
1
の

年
金
額
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
4
月
以

降
の
免
除
期
間
は
納
付
し
た
方
に
対
し
て
2
分
の
1
の

年
金
額
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

●
問
い
合
わ
せ
先　

小
諸
社
会
保
険
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　
　

�
０
２
６
７－
　

－

１
０
８
０

２２

　
　
　
　
　
　
　
　

市
役
所
市
民
課
国
保
年
金
係

　
　
　
　
　
　
　
　

�　

－

１
１
１
１
（
内
線
１
２
３
１
）

６２

 
「
食
の
省
エ
ネ
」

 
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
！

　

よ
く
言
わ
れ
る
エ
コ
料
理

や
エ
コ
ク
ッ
キ
ン
グ
。
食
材

や
光
熱
水
を
工
夫
し
て
調
理

を
す
る
こ
と
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
が
あ
り
ま
せ
ん
か
。
実
は

エ
コ
料
理
と
は
、
食
べ
物
の

生
産
か
ら
生
ご
み
の
処
理
ま

で
の
色
々
な
場
面
で
使
わ
れ

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
考
え
、
い

ろ
い
ろ
工
夫
す
る
こ
と
な
の

で
す
。
食
材
に
は
多
く
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
が
使
わ
れ
て
い
ま

す
。
大
切
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

 
旬
の
も
の
を

　
　
　

食
べ
よ
う

　

野
菜
や
魚
、
く
だ
も
の
な

ど
の
旬
。
旬
と
は
、
そ
の
も

の
が
た
く
さ
ん
取
れ
、
最
も
お
い
し

く
な
る
時
季
の
こ
と
で
す
。
た
と
え

ば
夏
が
旬
の
ト
マ
ト
を
冬
の
温
室
で

作
る
と
た
く
さ
ん
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

必
要
で
す
。
と
い
う
こ
と
で
、
旬
の

食
べ
物
を
選
ぶ
こ
と
は
エ
コ
な
の
で

す
。

【
お
も
な
野
菜
の
旬
】

　

豊
か
な
食
生
活
の
中
で
、
旬
の
も

の
だ
け
で
生
活
す
る
こ
と
は
困
難
で

す
が
、
ち
ょ
っ
と
考
え
て
み
ま
せ
ん

か
。

※
一
般
的
な
例
で
す
。
野
菜
に
は
春

物
や
秋
物
、
産
地
等
が
あ
り
ま
す
の

で
、
目
安
と
し
て
く
だ
さ
い
。

〈広告欄〉

【身近な野菜の旬】
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全校で大歓迎
元高見山関が

市内の小学校を訪問
　９月18日、元関脇高見山の渡辺大五
郎さんが市内５つの小学校を訪問しまし
た。田中小学校では、吹奏楽部の演奏で
入場した渡辺さんの姿が見えると体育館
に集まった全校児童から歓声が上がり、
さらに、学年代表６名が渡辺さんと取り
組みを行うと会場中に大きな声援が響き
渡りました。

（２００９年１０月）

　９月19日・20日、東御中央公園一帯で第
１８回巨峰の王国まつりが開催されました。両
日とも天候に恵まれ巨峰を買い求める方など
大勢の来場者でにぎわいました。１９日には、
元関脇高見山の渡辺大五郎さんが東御市観光
大使に任命され、また、２０日には友好都市の
東京都大田区・くすのき連の皆さんがステー
ジを飛び出し観客と一緒に阿波踊りを踊るな
ど、実りの秋を喜ぶ２日間となりました。

▲「おらが味横丁」には地域の味が
　集まった

私たちの意見を市政へ
東部中学校社会科『模擬議会』

　９月17日、東部中学校で社会科模擬議会が開催され、３年
生の２クラスがこの授業を体験しました。夏休み前に事前学習
会を行い、生徒たちは夏休み期間を利用して日ごろ感じている
疑問や意見、要望ついてそれぞれ実際に現場へ行ったり、イン
ターネットを使い“調べ学習”を行いました。この日は、クラ
スの代表10名が議員となり、学校や日常生活について、暮ら
しやすい安全な東御市づくりについてなど質問や要望をしまし
た。花岡市長は市の取り組みの現状を説明し、いただいた意見
は市政運営へ反映していきたいと答弁しました。

▲大田区くすのき連のステージ

▲６年の高見沢さんが寄り切りで大金星

▲質問には詳しく調べた資料も用意されました

▲FM長野の公開生放送

▲巨峰の無料配布は、観光大使の
　渡辺さんより

▲ステージ進行を務めた東部中の生徒たち

▼全校でしこの練習
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ふ
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い
体
育
館
）

甘酸っぱい香り漂うナイヤガラ狩り
　９月13日、サンファーム（出場）で親子ふれあいナイ
ヤガラ狩りが行われました。晴天に恵まれたこの日は、約

120名が会場に集ま
り、木で十分に熟し
たナイヤガラから甘
酸っぱい香りが農園
いっぱいに漂ってい
ました。参加した皆
さんは、たわわに
実った甘いナイヤガ
ラを摘んでは口に運
んでいました。

　９月１３日、総合福祉センターで親子料理コンテストが
行われ、一次審査を通過した親子５組が得意の料理で競
い合いました。審査員の質問に子どもたちが家での様子
を笑顔で答えたり、子どもたちの料理の知識の豊富さに
審査員が驚かされる場面もあり、コンテストは和やかな
雰囲気の中で進められました。終了式では、審査員で食
の掘り起こしプロジェクトアドバイザーの藤木徳彦さん
にレシピへのひと工夫を聞き、プロのアドバイスに感心
し親子でうなずいていました。
　なお、今回の料理の紹介は、結果と合わせて今後の市
報とうみで掲載する予定です。

我が家の自慢のレシピを披露
親子料理コンテスト

　９月11日、12日の２日間、北御牧中学校で第43回かく
ま祭が「夢色～１４２色を夢の絵に～」をテーマに行われま
した。学校には保護者や地域の皆さんが大勢訪れ、12日

に行われた“か
くまミュージッ
クフェスティバ
ル”にはクラス
や学年ごと練習
を重ねてきた合
唱に聞き入って
いました。

学習の成果を発表

▲息もピッタリ、分担し
　て調理が進む

（２００９年１０月）

　９月５日、中央公民館で
子育てフェスティバルすく
すくひろばワン・ツー・ス
リーが行われ、大勢の親子
連れが来場しました。いろ
いろな体験やおもちゃ作り、
音楽に合わせたリズム遊び
など、子どもたちは楽しそ
うに取り組んでいました。
また、子育てについてお母
さんたちの情報交換をする
場所にもなっていました。

いろいろな体験ができました ともに力を合わせて半世紀
　９月22日、中央公民館で市と市老人クラブ連合会（出
澤保則会長）が共催で金婚祝賀式を行いました。この日は、

金婚式を迎え
られた４４組の
ご夫婦が参加
し、花岡市長
と出澤会長の
お祝いの言葉
に続き、慶祝
状と記念品が
１組ずつ手渡
されました。

▼お互いの料理を試食し
　情報交換
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▼
実
り
の
秋
、
収
穫
の
秋
を
迎
え
、

今
年
も
恒
例
の
巨
峰
の
王
国
ま
つ
り

が
大
勢
の
皆
さ
ん
で
に
ぎ
わ
い
ま
し

た
。
▼
そ
の
取
材
の
帰
り
道
。
田
中

保
育
園
の
園
児
た
ち
が
地
域
の
皆
さ

ん
と
田
植
え
を
し
た
田
の
脇
を
通
り

か
か
り
、
夏
の
天
候
に
よ
る
実
り
具

合
が
気
に
な
り
車
を
止
め
ま
し
た
。

稲
の
穂
は
重
み
で
垂
れ
、
手
に
と
っ

て
み
る
と
そ
の
重
み
が
手
に
伝
わ
っ

て
き
ま
す
。
夏
後
半
の
好
天
に
よ
り

ど
う
や
ら
持
ち
直
し
て
く
れ
た
よ
う

で
す
。
嬉
し
さ
と
自
然
の
た
く
ま
し

さ
を
感
じ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
れ

ら
を
植
え
た
園
児
た
ち
に
も
同
様
に

た
く
さ
ん
の
実
り
が
あ
り
、
た
く
ま

し
さ
が
備
わ
っ
て
く
れ
た
こ
と
を
期

待
し
な
が
ら
カ
メ
ラ
を
取
り
出
し
、

黄
金
に
輝
く
稲
穂
を
写
真
に
収
め
ま

し
た
。
収
穫
祭
が
と
て
も
楽
し
み
で

す
ね
。　
　
　

（
市
報
担
当　

大
塚
）

編

集

後

記

世帯数

11,455世帯（－６）

総人口

31,800人（－２）

男 15,593人 （－５）

女 16,207人 （＋３）

（９月１日現在）

人の動き

転入   73人（－１３）

転出   79人（－１８）

出生  29人（＋６）

死亡  25人（＋７）

 ※カッコは８月対比

喜
ば
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
地
元
産
の

牛
乳
を
た
っ
ぷ
り
と
使
っ
た
ジ
ェ
ラ
ー
ト

ア
イ
ス
は
、
コ
ク
の
あ
る
味
に
仕
上
が
っ

て
い
ま
す
。

東御市役所はチーム・マイ
ナス６％に参加しています

　

食
の
安
心
・
安
全
、
そ
し
て
、
地
産
地

消
が
叫
ば
れ
て
久
し
く
な
り
ま
し
た
。

　

高
度
経
済
成
長
の
波
に
乗
っ
て
、
安
価

な
農
畜
産
物
が
洪
水
の
よ
う
に
押
し
寄
せ

て
国
内
農
業
が
疲
弊
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

こ
う
し
た
中
で
食
品
の
偽
装
が
相
次
ぎ
、

安
心
・
安
全
な
国
内
産
が
大
き
く
ク
ロ
ー

ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
「
味
工
房
ゆ
ら
り
」
は
開
業
以

来
、
地
元
産
あ
る
い
は
国
内
産
に
こ
だ
わ

り
『
農
』
と
『
食
』
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

近
年
、
米
粉
の
普
及
が
盛
ん
に
な
り
、
Ｊ

Ａ
の
搗
精
（
と
う
せ
い
）
工
場
内
で
製
粉

し
た
東
御
市
産
１
０
０
％
の
米
粉
を
使
っ

た
給
食
パ
ン
を
市
内
は
じ
め
上
田
市
の
保

育
園
や
小
・
中
学
校
へ
提
供
し
て
大
き
な

評
価
を
頂
い
て
い
ま
す
。
信
州
特
産
の
お

や
き
に
も
地
元
及
び
県
内
産
の
小
麦
粉
、

具
は
全
て
地
元
産
を
使
い
懐
か
し
い
味
が

　

戦
後
の
自
由
経
済
の
名
の
も
と
に
日
本

の
農
業
は
斜
陽
化
し
て
、
自
給
率　

％
は

４１

先
進
国
で
は
最
低
の
水
準
で
す
。
し
か
し

な
が
ら
近
年
、
農
村
が
持
つ
多
面
的
な
機

能
が
見
直
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た

社
会
の
流
れ
の
中
で
、
こ
れ
か
ら
も
食
育

を
通
じ
て
元
気
な
農
村
、
活
力
あ
る
地
域

社
会
の
構
築
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
支
援
、

そ
し
て
、
ぜ
ひ
味
工
房
ゆ

ら
り
へ
お
越
し
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

　

農
事
組
合
法
人

　
　

味
工
房
ゆ
ら
り

　
　
　
　

城
田　

滋
喜

⑦

　

元
気
な
農
業
・
豊
か
な
農
村
を
目
指
し
て

▲安心・安全、地元の味をご賞味ください

▲地域の食材・地域の味にこだわります


